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旧満州国の「国土づくりJ(ノー ト)
松浦茂樹
はじめに
旧満州国とは、 1931年 9月 18日、日本陸軍関東軍の謀略により発生した満州事変を契機に、関
東軍主導の下、 32年3月 1日に誕生した保価国家である。その範囲は、主に現在の黒竜省・吉林省・
遼寧省からなる中国東北部、さらに内モンゴル自治区の一部にあたるが、中国では現在、偽満州国
と呼ばれている。日本敗戦後の 45年 8月18日、皇帝退位により滅亡したが、「五族協和と王道楽
土」の旗印の下、日本全国から多くの農民が開拓国として海を渡り、滅亡後、筆舌に尽くし難い悲
惨な日に遭い、今日でも中国残留孤児としてしばしば報道されている。
旧満州国は約 13年半で発れたが、日本から多くの技術者がその「国土づくり」に参加した。そ
して治水 ・道路・港湾・鉄道・都市整備などを進めていったが、彼らは彼らなりの使命感をもって
旧満州国の「国土づくり」を推進した。旧満州国が地上から消え去った今日において彼らの労力は
全く無になったということはなかろう。例えば首都として建設された新京(現・長春)の水道水源
として整備された浄水揮、また当時、東洋第一と称せられて築造が進められた豊満ダムの貯水池・
松花湖は、今日では 119ある国家重点風景名勝地のーっと位置付けられている。
「国土づくり」として行われた工事現場では、中国人に対し過酷な労働を強い、病気とも相まっ
て多くの人達が死んでいったことは重々承知している。だからと言ってこの面にのみ焦点を当て、
旧満州国で行われた「国土づくり」すべてについて、何の検証も行うことなく葬り去るのは公平で
はないだろう。何を目指して「国土づくり」が行われたのか、その具体的な内容はどのようなもの
だ、ったのか、またそれが戦後の中国の「国土づくり」にどのように関連していったのか、さらに満
州での経験が戦後の日本の 「国土づくり」にどのように関わっていったのか、客観的に評価するこ
とは重要と考えている。残念ながら、参加した多くの技術者は既に鬼籍に入っている。だが逆に、
だからこそ客観的な評価が初めて行い得ると考えてよいだろう。
このような観点に立って、社会基盤整備を中心に「旧満州国の国土づくりJを検討していく 。中
でも、治水・道路・鉄道・港湾・水力開発などの土木技術に関連するものを論じていく。その前に
旧満州国の地形・気候・人口についてみよう。
旧満州国の地形・気候・人口
旧満州国は、北緯 38度43分から 53度30分の聞に位置し、面積は約 130万 km2で、ある。日本と
比較すると、南は宮城県石巻、北は北海道を超えて樺太北端にあたる。現在の日本の面積の約 3.45
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倍となっている(図 1)。
ここを河川流域からみると、 j勃海流域に流出する遼河(流域面積は約 23.5万km) と黒竜江(ア
ムール河)に流出する松花江(流出面積 52万km2) が国土の約 6割を占めている。遼河と松花江
とは、標高250mの高原性丘陵で、もって流域界となしている。朝鮮(現在の朝鮮民主主義人民共和
国)とは、標高 2，800mにもなる長白山山脈で境界をなすが、国際河川として鴨録江、図何江があ
る。それぞれの旧満州国における流域面積は、鴨録江が31.5万km2、図伺江は 2.4万km2で、ある。
山脈としては、西北に標高 500~1 ，500 mの大興安嶺u1脈、北東に小興安嶺山脈があり、これら
と東南部の長白山山脈で固まれた馬蹄形の中央部が中央平原で、あって、大盆地となっている。 、~、，、ー '-
は松花江及び遼河の氾濫地帯であるが、勾配が緩く平坦で、一度氾濫するとなかなか洪水は吐けな
し、。
降雨量は、長白山山脈で年間1.000mmに達するところもあるが、年間 300~500mm の所が多い。
その 70%が雨期である 6~9 月の 4ヶ月間に集中 し、中でも 7 ・ 8 月に 70%が降る 。
人口についてみよう 1)0 1940年 10月1日の旧満州国による臨時国勢調査によると、総人口 4，320
ソ連
日本海
争
図1 旧満州国全図 (1945年頃)
(出典・ 『満州国とは何だったのかj植民地文化学会・中国東北論陥14年史総編室、小学館、 208)
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万で、そのうち漢人が90%を占める 3，687万人、次いで満州人268万人、回教人 19万人、蒙古人
107万人、朝鮮人 145万人、日本人82万人となっていて、日本人の割合は約2%である。これ以降、
開拓国の移入があり日本人人口は増大したが、合わせて約 100万人と推定しても、総人口に占める
割合は 2%強である。
1.国土づくりの概要
1.1 建国時 (1932 年 3 月 ~36 年 3 月 ) の国土づくり
旧満州国の建国宣言後、「国土づくり」として先ず取り組んだのが首都建設そして交通網の整備
で、あった。首都は新国家の象徴と してであり、交通網の整備は国家と しての国土の安定、つまり国
防と治安維持のためで、あった。首都は長春に決定されて新京と改名され、国務院に国都建設局が設
置された。そして首都としてふさわしい都市建設とともに、各地と連絡する交通網の整備が進めら
れた。その代表的なものが吉林とを結ぶ道路であった。
旧満州国政府は、満州経済建設の根本方針として 1933年3月1日に「満州国経済建設綱要J2) (以
下 「綱要」と略称)を発表した。事変後、関東軍と南満州鉄道経済調査会(以下経済調査会と略称)
によって旧満州国の経済統制・開発計画の検討が進められていたが、その成果を基に策定されたの
である。その中で「交通の充実」として次のように、その重要性が主張されている。
「我が国経済の根幹たる農業其の他一般資源の開発振興、治安維持、商業の隆盛、対外経済連携
上交通の整備、経済建設の基礎を方策と して最緊要なるを以て其の有機的拡充を企画す。」
道路
治安維持のため、その動脈として進められたのが道路建造であった。関東軍は、建国早々に治安
道路 1万kmの建造を要請したが、「綱要」では、以下のように述べられている。
(1) 国民の一般交通の便を加え治安を維持するため、主要都市相互間および主要都市と県域聞を連
絡するための路線、その他の未開発地方の開発および国防等の必要に属する路線等、総計約6万
kmを10年間に新設または改修する。
(2) 今後、これら路線上には全国にわたり自動車交通を発達させる。
「綱要」発表直後の 1932年3月3日、国務院に国土局が設置され、国道延長6万kmからなる国道
計画十ヶ年計画が策定された。このうち 34，000kmを最初の5ヶ年に建造しようとするものだった3)。
その主要路線は安東~城子唾(延長232km)、北票一朝陽一凌源一平泉一承徳 (325km)、新京一吉
林 (108km)、安東一寛旬一桓仁一通化、理春一土門子一東寧 綬芽河、前河一搬江-黒河 斉々
恰爾であった(図2)。
国道は l級、 2級、 3級に等級分けされ、その基準は以下のようであった(図3、表1)。いずれ
も自動車・馬車道は分離を考えていた。
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-一等国道 国都より各省公署所在地(奉天、吉林、チチハル、熱河)及び重要都市に至るもの、
総延長約 12，500凶
-二等国道 重要都市相互を結ぶもの、総延長約 12，500km 
・三等国道 県城及び地方都市を結ぶもの、総延長約 35，000km 
これらの構造基準は図3、表 lのようであった。
図2 旧満州国道路網図
道路
鉄道
(出典 『満州開発四十年史上巻』満州開発四十年史刊行会、 1964)
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|等国道
図3 道路構造基準
(出典:r満州国史各論』財団法人満蒙同胞援護会、 1971)
表 l 道路構造基準
項 目 l 等国道 2 等国道 3 等国道
道路形態 馬車・自動車道分離 馬車・自動車道分離 馬車・自動車道分離
道路幅員 7m+在来馬車道幅員 6m+在来馬車道幅員 特に限定せず
犬 走 2.5 m 1.5 m 在来の道路を利用
用地幅員 26 m 18ロ1 在来の道路を利用
道路勾配 最大勾配 3.3% 最大勾配 4.0% (記載無)
横断勾配 無舗装:7% 砂利舗装:5% 
排水溝幅 底:0.7 m 上・ 2.47~3.25 底:0.5 m 上:2.14~2.9 m (記載無)
排水溝深さ 0.59~0.85 m 0.55~0.8 m * (記載無)
資料:i道路構造規準J(満鉄経済調査会 『満洲国道路建設及道路法制定方策J1935年、 112-125頁に所収)。
注*印の数値は「道路構造規準」の条文に記載された数値だが、「道路構造規準」付図では最低値が0.50mとされている。
(出典 西i宰泰彦「満州国の建設事業」、山本有造編 『満州国の研究J緑蔭書房、 1995)
また国道の施工方針は次のようなものであったヘ
(1) 国道は四季を通じ、自動車、馬車の交通に支障なきことを目途とする。
(2) 自動車道と馬車道とは原則として区別するが、橋、河渉路、峠では両道を併用する。
(3) 道路構築は重点主義による。すなわち峠、橋、渡河設備、湿地の征服等に重点をおく。
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(4) 道路の幅員は 6~7mで、あるが、砂利敷幅は 3mまで、構造物は有効幅 4.5 mまで縮小するこ
とができる。永久構造の特殊橋梁は、特別の場合を除き有効6mとする。
(5) 建設は、漸進的構築法をとり、初年度には土工暗渠、砂利敷の一部を施工し、一応車両の通行
を可能ならしめ、路盤の落ちつくのを待ち、次年度以降に全般的砂利敷その他を行う。
(6) 橋梁、排水暗渠等は、でき得る限り木造として経費の節約を計り、次期計画において永久構造
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物とする。ただし重要地点の特殊橋梁はこの限りではない。
ところで、 1933年4月に国道局が設置された後、直ちに測量を行い着工したのは新京・吉林間
延長 108kmの国道建造であり、 2ヶ年の工期で竣功した。その大部分は砂利道であったが、将来の
参考のためコンクリート ・アスフアルト舗装などの試験が行われた。この工事にチェコ・スコダ会
社からグレーダー、エレベーテインググレーダ一、 トラクター、ロードピルター(現在のブルトー
ザーのこと)スクレーパー、リッパ一等の道路建設機械一式が購入された。しかしあまり利用され
なかったらしい。それは土質その他の関係で、満州でそのまま使用するには不十分なものが多く、
その改良もできなかったからである 5)。
鉄道
一方、重要な交通手段として鉄道がある。満州事変当時の満州における鉄道の総延長は、日本関
係 2，361km、ロシア関係 1，789km、イギリス関係 890km、中国関係 1，186kmの合計6，225kmであっ
た。日本関係についてみると、南満州鉄道株式会社(以下、満鉄と略称)が日露戦争後にロシア
から割譲された長春~旅順問、さらにこれと連絡する培養線 1.100余kmを保有していた。これ以外
に日本からの借款に基づいて建造された借款鉄道があった。例えば吉林と長春を結ぶ吉長鉄道は、
1909年に満鉄と清国政府との間で契約が結ばれ、半額が日本から借款された。12年の竣工後は、
吉長鉄路総局が経営したが、不振のため 18年からは借款期限までとして、満鉄に経営委託されてい
た。
旧満州国の建国宣言後、直ちに関東軍司令官と満州国総理との間で、満州国は鉄道 ・港湾 ・水路
及び航空路の管理を関東軍に委託するとの協約が結ぼれた。さらに関東軍は、これらを満鉄に委託
することを決定し、 1933年2月9日に政府と満鉄との間で固有鉄道・航運事業の満鉄委託の契約
が結ぼれた。つまり関東軍の監督の下に満鉄が経営していったのである。
翌 1933年 3月 1日に発表された 「網要」では、鉄道政策の基本は次のように明記された。
( 1) 鉄道建設は経済開発を主眼と し、併せて国防の安固及び治安の維持を期する方針とする。
(2) 将来の鉄道の総延長は 2万 5千 kmを目標とし、今後 10年間に先ず4千 kmの新線を敷設し、
既設のものと合わせ総延長 l万kmに達せさせる。
(3) 主要鉄道は固有と し之を経営する。
鉄道建造の目的は、経済開発が主眼とされ、併せて国防、治安の維持が掲げられている。道路建
造が、治安維持を第一義的に置いていたこととは異なっている。治安維持は道路、経済開発は鉄道を
中心に行うとの基本方針があったと考えられる。これは道路、鉄道の性格から言って当然かもしれな
い。鉄道はある程度の治安が確保されて建造が進められ、輸送が行われる。また大量輸送の手段であ
るので、運搬すべき大量の物資あるいは多くの人々があって初めて経営が成り立つものである。
では鉄道と道路は無関係に進められていったのかと言ったらそうではない。当初、鉄道駅を起点
として道路建造は進められていったのである。鉄道と道路とを有機的に結びつけることを図った。
また国道での自動車営業は国営として行われたが、満鉄への委託によって行われた。さらに松花江
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を中心にした河川航運営業すべてが満鉄に委託され、一体的に運営されていたのである。
鉄道整備の進展についてみると、 1935年 3月ロシアの継承国であるソビエト連邦から東支鉄道
(満州里一ハルビン 綬ー芽河問、ハルピン一新京問、別称:北満鉄路)の権利が満州国に有償で譲
渡され、直ちじ満鉄に経営委託された。またイギリス資本によって建造が進められた泰山鉄道(奉
天一山海間他) (別称:北寧鉄道)は、満州国建国後に借款に対する政府の返済声明により固有鉄
道に編入された(図 4)。
図4 旧満州国鉄道整備状況図
(出典 的筒州開発四十年史上巻j前出)
一ー一一 1931年当時既訟線
凡.lJlJ +仲枠制+ 1931年ヨリ1945年マヂノ
問ニ建設セラレタ線
ーーーーー 1945年当時工事中線
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図5 旧満州国鉄道詳細図
(出典:W満州国史各論j前出)
建国後の新線建造については、北満州、比北朝鮮とを結ぶ敦化一図柄線など各線で進められ、 1939
年10月1日には既存の鉄道と合わせ1万kmを突破した。年間平均600kmに達する建造速度であっ
た(図 5)。鉄道整備の進展に伴い各区間で特急い急行による直通列車が運行されることとなったが、
その象徴が34年3月に新京一大連間で運行されたアジア号であった。また 35年 1月には、新京
一羅津(北朝鮮の港、満鉄により 32年5月に着工) 新潟一東京を結ぶルートが形成された。
河川航運
内陸における河川航運は、人々・物資輸送面において一定の役割を果たした。「綱要Jでは、「河
川の重要性に鑑み、黒竜江、松花江、鴨緑江および遼河における河運の便を増進すJと述べられて
いる。
満州全体の舟運距離は l万kmに達したが、そのうち 70%は北満州河川で行われた。経営は先述
したように満鉄で行われていたが、北満州に位置する松花江、黒竜江(アムール河)が中心で、平
地部上流の吉林、中流の松花江駅、下流のハルピンに主な埠頭があり、中でも l千トン級の汽船が
停泊できるハルピンが拠点であった。ハルピンには、鉄道・自動車・船舶を一貫的に統轄する北満
江運局が置かれた。ここでの定期航路は総延長4.600kmに及んだ(表2)。なお不定期航路を含め
ると航路総延長は7，969kmに及んだ。
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表2 北満における定期航路
松花江航路 ハルピン一三姓一佳木斯一富錦一同江 739km 
黒竜江航路 撫遠一同江一黒河一漠河 1，768km 
額爾克納航路 漠河一吉位林 499km 
烏蘇里航路 撫遠一虎頭一竜王廟(輿凱湖) 655km 
撤江航路 ハlレピンー大費一江橋 635km 
第二松花江航路 二合河一扶余一吉林一小豊満 348km 
計 4，644km 
(出典:r満州国史各論J前出)
一方、南満州の大河・遼河では、河口港として営口港が河口から 22krnの地点に位置していた。
だが、遼河では上流から多量の土砂の流入、それによる河床変動が著しく、汽船の航行区間は約
50krnであった。
満州河川での航運には、厳しい自然からの制約条件があった。1月中旬から 4月中旬の約 5ヶ月
は、結氷して航行が不能となることであった。このため、北満江運局での航行回数は年平均200日
であった。満州内陸輸送において河川航運は限界があったのである。
なお波諜による河道整備も行われたが、特に松花江三姓付近の約 28krnにわたる浅瀬に対し、政
府により 1934年から冬期における岩の爆破、夏期における波諜が実施された。
治水
旧満州国の「国土づくり」において、交通整備と並んで重要なものが治水である 6)。旧満州国建
国年の 1932年8月、満州平原は史上最大と評される大洪水に見舞われ、松花江流域500万ha、遼
河流域 150万haが一面湖沼化した。ハルピン上流だけでも氾濫面積は420万haに及び、またハル
ピン下流よりもその上流付近の勾配が緩やかなこともあって、その氾濫水はなかなか抜けず、湛水
は86日間に及んだ。
しかし治水事業を始めるのには、全体的な治水計画がなくてはならない。そのためには、雨量・
気温・流量 ・流泥(流泥の多いことが満州河川の特徴である)などの水文資料が必要である。建国
以前の観測資料としては満鉄調査部により集計されたものがあったが、旧満州国全土にわたるもの
ではなかった。1932年3月、民政部土木司発足と同時に全国土での水文観測を開始した。詳しく
みると、旧満州国滅亡までに雨量 ・気温の気象観測は 441ヶ所、水位観測は 454ヶ所、このうち重
要箇所では流量観測を行い、流泥は 86ヶ所で観測された。これらの資料が整理されて初めて治水
計画が策定されるが、 33年3月3日に設立された国道局では、河川の調査計画を担当する治水調
査処を設置して進めていった。
一方、水文資料収集を待たずに早急に治水工事を行わねばならない地域がある。人口が集中して
いる都市であるが、都市防水工事として 1934年度からハルピン、吉林、依蘭を手始めに表3にみ
る24都市で治水工事が開始された。
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表3都市防水工事一覧 (1943年度まで)
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(出典:r満州国史各論j前出)
なお建国記念事業として、吉林市の第二松花江沿岸に河岸改良・道路改良と一体的にプロムナー
ドが 1933、34年にかけての 8ヶ月の工事で完成された。この事業は、総工事費 122万円でもって河
岸改良延長3，220m、鶴頭新設長450m、沿道路改良延長 1，630mを整備するものである。
ところで、水文調査を鋭意行っている最中の 1934年 10月、経済調査会第3部水理斑が「松花江
及遼河第一期治水計画案r)を作成した。これによる松花江の治水策をみると、ダム貯水池による
洪水調節が先ず行われることで、その後、築堤、掘削・波深を行うべきとして次のように述べてい
る。
「第 l 本支流に洪水を大規模に軽減するに足る水源貯水池を選定築造すること。
第2 此等貯水池築造後の洪水軽減度に鑑み此間河川根本調査なる技術、並に経済調査を行ひて
更に貯水池の増設、堤防工事並に掘削凌諜を施工すること。」
そしてダム貯水池は、水力発電、濯瓶、航運に利用でき、「北満の開発事業を画期的に興隆せし
むるに至るべく、また以て移民問題に重大なる貢献を至すこと明かなりJと主張する。具体的なダ
ム地点として、搬江流域に 5つ、第二松花江に lつ、牡丹江に 1つ提案されている。
第二松花江で提案されたダムは、吉林市市街地上流25km地点であって、後に豊満ダムとして
築造された。その効用と して治水以外に、出力 10万3.600kwの発電水力(平均落差42m)、毎秒
313m3の導水により 17万6.000町歩の開田濯概が可能とした。さらにダム高を上げ、平均落差82
mにすると発電水力は 20万2，300kwになると主張している。また牡丹江で提案されたダム地点は、
天然湖沼・鏡泊湖を利用するものであった。
次に遼河治水策についてみると、その方針は松花江と同様であるが、ダム適地が少なく、湛水区
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域の土地買収・補償費に多額の金額が必要なのでダム方式は不利だと指摘する。具体的なダム地点
としては、 4ヶ所提案している。
ダム貯水池を中核とする治水計画が策定され、築造が始まるのは、次章で述べる次の時期からで
あるが、当初からダムを中心とした治水策、そしてそのダムは多目的ダムと して検討されていたの
である。
港湾
「綱要」では次のように述べられている。
i(イ)我が国経済開発を促進
生産事業と開港とを最終的に連絡する為に我が国港湾の外、隣国の港湾を有効に利用す。
(ロ)営口、安東の両港に所要の改修を加える。
(ハ)壷麓島港の築港工事は、将来経済上の要求切実を加ふるの時完成す。
(ニ)海運は差当り近海航路の充実を図り、外洋航路に就いてもなるべく速くに其の発展を期す。j
このように、具体的な港湾としては、営口港、安東港の改良、壷藍島港の建造工事が述べられて
いる。その具体的な整備状況については、次節で述べていく 。
渡満した技術者たち
「国土づくり」には、それを担う土木技術者たちが必要である。 1933年3月に国道局が設置され
たが、これを支えるべく多くの技術者たちが、主に満鉄、日本国内務省、朝鮮総督府から招聴され
た。なお国道局は総理直属の機関で、河川・道路・港湾・都市等土木一般を所管した。この名称に
ついて、当初、日本と同様に土木局が考えられていたが、閣議で 1人の大臣が「土木とはあまり
ケチな名称だ、水路、道路、海路、水道等シピル・ エンジニアリングの本質は国土の道造りだ」と
言ったので、国道局に変更されたという 8)。
初代の国土局長は元満鉄理事の藤根寿吉であったが、 1933年8月12日に直木倫太郎に代わった。
直木は、東京市で東京港・都市整備、大蔵省で横浜港、大阪市で大阪港・都市計画を責任者として
担当し、さらに帝都復興院技監、内務省復興局長を務めた後、 25年から大林組技師長となってい
た。またその著 『技術生活より』は、土木技術者たちの必読の書となっていて、当時、非常に著名
な技術者であった。その直木が 「雲凍るこの国人となり終へむJの決意で、 58才にして渡満した
ことは技術界に大きな驚きを与えた。この後、大陸科学院長、水力電気建設局長、交通部技監、参
議などを歴任した後、 43年2月、 68才で満州、|の地に没した。
内務省からは、第一陣として 1933年5月に寛斌治、原口忠治郎ほか4名の技師と 6名の技手が
渡った。朝鮮総督府からは 33年3月、京城土木出張所長で、あった本間徳雄が参加した。
その後、多くの技術者たちが続いたが、次節で述べる産業開発5ヶ年計画を実施中の 1939年に
は、旧満州国からの要請の下、内務省は 144名の技師・技手を推薦した(表4)。旧満州では技正(内
務省では高等官2等以上の勅任官技師)、技佐(内務省では高等官3等以下の奏任官技師)、技士(内
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務省では技手・工手などの技能員)との3段階の職制であった。表4にみる 2人の技正は、北海道
庁技師であった。
表4 1939年に内務省が満州国に推薦した官吏人員数
日本側官名 |人員数(人)I満州国側官名 |人員数(人)
技術部門 I I技術部門
I . I技正 I 2 
技師 I 18 1:-:- ~ I 
技 手
臨時技手
技手補
.~ ，技佐 16
95 
技
技
21 技
22 1 技
佐
士
士
士
12 
83 
2 
22 
i......... . ..... .!.. .... I ......... ..........<+.. ...:............... .~......I 
雇
計
21 技 士 2 
144人 I(技正:2人、技佐:28人、技士:114人)
(出典 西浮泰彦「満州国の建設事業」前出)
1.2 第一次産業開発5ヶ年計画による「国土づくりJ(1937 年 4 月 ~42 年 3 月 )
1937年4月、旧満州国政府は第一次産業開発五ヶ年計画を実施に移し、「国土づくりJは新たな
段階となった。それには、整備された道路を輸送路として、関東軍による反満抗日ゲリラ掃蕩工作
がかなり功を奏したことによる。たとえば表5に見るように、鉄道建造時に襲われた回数は 37年
頃から急速に減った。治安維持が成功しつつあったのである。因みに、道路は 36年末までに工費
3，729万円でもって国道延長 8，992km、特殊橋梁と命名された鉄またはコンクリート造の永久構造
物橋20ケ所、延長4，570mの工事を完成させた。
表5 ゲリラによる鉄道建設に対する襲撃
4ヰ 襲撃件数 実被害件数満鉄関係 請負人関係 その他 計 満鉄関係 請負人関係 その他 計
1931 2 3 5 2 3 5 
1932 12 20 38 70 9 18 24 51 
1933 72 95 61 229 36 74 30 140 
1934 110 168 164 442 52 141 122 315 
1935 43 123 157 323 24 111 109 244 
1936 29 62 63 154 21 60 42 123 
1937 16 18 87 121 3 18 62 83 
1938 13 23 89 125 5 22 60 87 
1939 6 6 4 4 
計 298 512 665 1，475 152 447 453 1，052 
(出典:r満州国史各論』前出)
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第一次産業開発五ヶ年計画
関東軍司令部は 1936年8月、「満州国第二期建設要綱」を定めたが、その方針として「国防上必
要なる産業については、有事の際なし得る限り大陸における軍需の自給自足を目途とし、・・・・満州
において開発するを便かっ必要とする産業は成し得る限り満州において発展せしめるものとす。特
に鉄、石炭、石油、電気等の基礎的産業の開発に力を注ぐ」ことが掲げられた9)。つまり軍備増強
のための国力増進を図ったのである。この後、関東軍・満州国政府・満鉄との問で協議が行われ、
日本政府の了解の下、生産力の拡充を目指した第一次産業開発五ヶ所計画が37年度から開始され
た。そこでは鉄工業部門、農畜産部門、交通通信部門、移民部門ごとに、 5ヶ年後にあたる 1941年
度の目標が定められた。その所要資金は25億円とされた。
ところが、初年度途中の 7月に慮溝橋事件が生じ、日中戦争に突入した。このため軍需物資の需
要が増大し、日本政府からの要請の下、当初計画は見直されて 1939年2月鉱工業部門を拡大する
修正計画が策定された。この計画での鉱工業部門の主要品目の生産目標をみたのが表6である。一
方、交通部門は修正計画でほとんど変更がなく、当初計画でみたのが表7である。
社会基盤整備の観点から表6で注目すべきことは、エネルギー源として 1936年度末には全くな
かった水力発電が計画に盛りこまれたことである。当初計画では、目標生産能力として全電力 140
万5千kwのうち 42%にあたる 59万kw、そして修正計画では 124万kwで、目標能力 257万kw
のうち 48%を水力発電が受けもつこととなったのである。
農畜産部門でも、各作物ごとに 5年後の生産目標が掲げられたが、水稲は 1936年現在の257.9
千 トンから 417.6千トンと約62%増が目標とされ、その生産者として「日本移民による増産」が誼
われた。 1937~41 年において、 10 万人の日本人移民(集団移民 7 万人、自由移民 3 万人)が計画
されたのである。
鉱工業部門では、軍備増強を支える重工業が中心であった。また自動車産業、飛行機産業の満州
進出が課題となり、この発展のため鮎川義介率いる日産自動車会社が満州移転となって、 1937年
12月、重工業の独占的な総合経営体として満州重工業開発株式会社が設立された。
道路
1936年末までに国道 8.992.3km、特殊橋梁20ヶ所延長4，570mを完成させたが、さらに 38年末
までに地方道の新設・改良延長は約 l万4，000kmに達した。一方、満鉄の自動車路線は 36年度末
には延長7，132km、40年度には2万 1，000kmに達した(図 6)。
政府は、 8，500kmを目途におく産業道路建造に重点をおき、 1937年度から 41年度に到る第二次
5ヶ年計画を策定した。その内容は、国道延長 13.258km、特殊橋梁37ヶ所を建造しようとするもの
である。その中の4，000kmは、 39年に策定された北辺振興計画の一環であった。この計画の目的
は、満ソ国境方面の北辺の防備を固め、産業を振興して民政の安定を図ろうとするものであった。
37~39 年度の 3ヶ年における国道竣工延長は約 6，500km で、あった。
また反満抗日ゲリラに対する警備討伐道路の建造も進められた。 1941 、 42 年頃から年に 80~
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100kmの道路を建造したが、朝鮮に接する東辺道方面では、約 600kmの道路がゲリラの強い抵抗
に会いながら 41年の春に着工し、 9月には竣工した。
ここで特記すべきことは、ハルピンと大連を結ぶ約 l千kmの高速自動車専用道路「恰大道路J
がこの期に調査計画されたことである。当時、日本国内では、 ドイツのアウトパーンに刺激されて
東京・下関間縦貫高速道路が構想されていた。国道建設調査費によりこの実施調査が始まったのは
1943年であるが、それに先立ち旧満州国では 39年に調査費が予算化され、道路構造規格の制定、
路線の選定、土質、沿道の経済調査等が行われた。これらの調査計画を 1年 10ヶ月でもって終え、
路線道路規程・標準断面図はそれぞれ図 7、表8のように定められた。路面巾員は 25.0mと雄大な
ものだ、った。しかし建造費はすぐに予算化されることはなかった。
ところが 1941年 12月に太平洋戦争が勃発すると、対ソ国防の観点から関東軍がその実現を強
く要望し、恰大道路は国防道路と改められて 42年に着工となったのである。第一期完成目標とし
て着工された区間は、奉天~鞍馬問、新京~公主嶺問、ハルピン~検樹問のそれぞれ 100km、計
300kmであった。(図 8) その労働力として、 1942年5月から実施された国民勤労奉公制度 10)に
より一日数万人に及ぶ国民勤労奉公隊が動員され、人海戦術でもって進められた。
鉄道
産業鉄道と して、地下埋蔵資源の早急な開発、そして地方治安回復に重点が置かれ、約 1，500km
を建造する新線敷設計画が策定された。中でも、安東臨海工業地帯開発と関係の深い東辺道開発の
ため安東・恒仁・通化・撫松を結ぶ東辺道縦貫鉄道、東辺道と南満重工業地帯を結ぶ鞍山・本渓湖・
恒仁間の横断鉄道、併せて延長 804kmの建造に重点が置かれた。しかし、東辺道には期待された
鉱物資源の埋蔵量がそれほどのものでないことが分かり、 350kmを完成しただけで中止となった。
その後、北辺振興計画に基づき、国境地帯の鉄道整備が進められた。さらに京浜線、虎林線、図佳
線などの北満州重要線の複線化が進められた。
また 1935年に施設鉄道法が制定されていたが、 37年9月、施設鉄道補助法が制定され、標準軌
聞の私設鉄道に対し補給金を支給することとなった。 42年6月現在で、営業中の路線725km、建
設中の路線288km、合わせて約 1，000kmが、その対象となった。
河川
1932年4月から計画の基本となる水文観測が始まったが、その資料がある程度、収集されると
ともに、計画策定が進められた。旧満州国で大流域を占めるのが、遼河と黒竜江支川松花江であ
る。これらの河川で治水工事が行われていたのはハルビンなどの大都市の一部であり、遼河の上流
部では不規則に輪中堤防が築かれていたが、本格的な治水事業はほとんど行われていないというの
が実情であった。特に松花江ではほとんど行われていず、ここでの計画はいわば何も描かれていな
い白いキャンパスに絵を書いていくというものであった。
これらの計画は、治水、そして利水としては水力発電さらに濯蹴用水開発を中心に、多目的ダム
松浦 旧満州国の「国土づくりJ(ノー ト) 123 
表6 満州産業開発5年計画鉱工業部門 計画並実績
1936年末 1941年末生産目標 実 績
生産能力 当初計画 修正計画 設備 生産 l
銑 主失 850 2，530 
4，500 
2，050 1，388 
(4，850) 
鋼 塊 580 
1，850 3，160 
580 561 
(2，000) (3，550) 
鋼 材 400 1，500 
1，200 
675 410 
(1，700) 
特 殊 鋼 100 10 3 
石 灰 13，558 27，160 34，910 28，300 24，189 
石炭液化 800 800 1，770 10 
頁 石ル.， 1由 145 800 650 282 280 
酒 精 15.1 56.7 56.7 15 12 
アルミニウム 20 30 10 8 
マグネシウム 0.5 3 
主昔 2.2 12.4 29.0 12.4 3.8 
銅 3 0.1 0.5 
塩 340 973.6 1，402 1，050 
曹 達 灰 12 72 72 64 61 
化 学肥料 203 454 250 190 
パ(木材) 70 120 300 70 50 
ル(芦) 70 20 15 
プ(豆稗) 30 10 3 
電(火力) 458.6 815 1，330.6 1，014 
力(水力) 590 1，240 100 100 
石 綿 0.1 5 5 5 5 
注)( )は設備能力
(単位:電力は千kw、それ以外は千トン)
資金計画 (単位:百万円)
当初計画 修正計画
当 初 補正後 当 初 補正後
鉱工業部門 1，391 1，600 3，880 3，996 
交通通信部門 771 820 644 798 
農畜産部門 143 147 135 149 
移民部門 274 331 303 325 
ムロ 計 2，579 2，897 4，962 5，268 
(出典 ・原朗「一九三0年代の満州経済政策Jr日本帝国主義下の満州、IJ
満州史研究会編、御茶の水害房、 1972、を基に 『満州国総論』財団法人
満蒙同胞援護会、 1970、により修正)
表7 満州産業開発計画交通部門
港 自 道 鉄 区
壷 羅 動
蓋 車
路
島 i掌 湾 線 路 道 分
第 ブL 九
七
フ成巳 7成巳 期計 年末
一
ム
ノ、
後呑吐 呑後吐 呑画吐
年
/¥. 吐コ
末ブL ブL ノ+、
四 'fL .I'¥. 現官巨 能 力能 ブL
ムノ、
力 力 粁 粁 粁 在
五当
'fL 
四
改良建設
カ
年 初年末
ムノ、
愛計四 ブL 四 .I'¥. 三三。。。
四 .I'¥.二 ブL
ムノ一、 主王プ主 四 目万 屯万 屯万 .I'¥. 屯 粁 粁粁 粁 標画
要す て産 第 記五業 四
れ
粁包 発線開 建次ば
大 設線
港連 の
を ほ
拡張 か
事
(出典 『満州国史総論j前出)
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』
?????
?
?
???
凡例
・圃圃圃 自動車線
問 [aJ休止線
ー一{可医蒔蓮桝皐
@ 自動車区所在地
斗+付+鉄道線
図6 自動車運行図 (1939年3月現在)
(出典:r満州国史各論j前出)
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3.Qn以」二
図7 国防道路標準横断図
(出典:r満州国史各論j前出)
表8 国防道路建設規程
平坦部 丘陸部 山岳部
設 計 速 度 160km圧f 140kmIH 120km圧f
平面曲率半径 1，800-5，800m I，OOO-2，200m 600-1，300m 
，ま.. 全 視 距 300m以上 175m以上 150m以上
縦 断 勾 西日 3%以下 5%以下 6%以下
縦断曲線半径(凸) 18，OOOm以上 9，OOOm以上 5，OOOm以上
縦断曲線半径(凹) 7，500m以上 5，OOOm以上 3，500m以上
(出典:r満州国史各論』前出)
ーー一 国防道路第一期建設予定区間
一一一ー国防道路建設計画路線
哨件仲満鉄線
検樹
? ?? ??。
?????
? ?? ??????
図8 国防道路計画路線図
(出典・ 『満州国史各論』前出)
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を中核として策定されていった。治水についてみると、ダム貯水池により洪水のピーク流量を低減
し、その下流では必要な地域で築堤を計画した。ダムが大きな役割を果たしたのは、地形上の理由
からであった。遼河・松花江とも氾濫低地部が山地に固まれて盆地上の地形をなし、山地から低地
への出口にダムが計画されたのである(図的。
さらに理由の一つが、多目的ダムによる地域開発が当時、大きな期待をもってみられていたこと
である。アメリカでは、世界大恐慌から脱出しようとF.ルーズベルトにより、ニューデール政策
図9 松花江・遼河ダム計画図
(出典:r満州国史各論』前出)
ソビエト連邦
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が1933年から推進されたが、その重要な柱としてTVA計画が位置付けられていた。その計画は、
多目的ダムによるテネシ一川の総合開発である。この成功が日本にも大きな刺激を与え、内務省で
は多目的ダムを中心とした河水統制事業が重要な政策課題となっていた。その予算化が熱心に図ら
れたが、発電を担当する逓信省、農業用水所管の農林省との間で、やっとのことで調整がなり、河水
統制調査費が予算化されたのは 37年度からであった。また大河川での多目的ダムの初めての築造
は、北上川水系猿ヶ石川田瀬ダムで、 42年の着工で、あった。
旧満州国における多目的ダムの代表的なダムが、吉林市街地の上流地点の第二松花江に築造され
た豊満ダムである。治水、 電力開発、水田開発、航運整備、漁業の発達、観光客誘致を目的とし、
1937年度に着工となったが、その詳細は章を改めて述べていく。
改修計画の策定は、国務院国道局 (1933年3月3日から 36年 12月31日まで)、それが組織替
となった民政局土木局 (37年1月1日から同年6月30日)、交通部 (37年7月1日から 44年2月
末日まで)で行われた。そして 1937年 10月には交通部に河川審議会を設置され、全満州河川事業
年度計画が審議決定された。さらに同年 12月 13日と 14日、治水会議が総務長官を議長として開
催され、原口忠次郎が中心となって作成された遼河改修が審議されて、その大綱が決定された。ま
た松花江治水計画の立案が要望された。この治水会議には日本内務省から辰馬鎌蔵技監、谷口三
郎・宮本武之輔博士等が招聴されていた。また河川法が38年4月に公布された。なお遼河・松花
江の具体的な改修計画、さらに両河川をつなぐ運河構想(松遼連絡運河)については章を改めて述
べていく。
港湾
旧満州国にとって、外に向けての港湾として重要なものは 5つあった。一つは遼東半島南端の関
東州にある大連港で、旧満州国成立以前から満鉄によって整備されていた。ここには旧満州国税
関が置かれ、 1940年度の統計では全満州鉄道輸送貨物のうち大連港発着はその 30%を占めていた。
また、遼東半島には、大連港の副港として旅順港があった。
東北満州の門戸として、朝鮮東海岸にあるのが羅津港である。旧満州国鉄道である京図線・図佳
線の開通に合わせ、羅津港は1933年から満鉄により工事が開始され、 37年に第一期計画を完了し
た。40年2月には、日本政府により設立された日本汽船会社が羅津~新潟間の日本海航路に就航
し、日満両首都を結ぶ最短コースが確立された。
満州最古の外国貿易船出入り自由な開港場は、遼河の河口から約22km上流にある営口港であ
る。イギリスの力により開港されたが、遼河から流出する土砂の堆積により河床上昇・河道変化が
著しく、また 12月下旬から翌年3月までは氷結し、その維持管理に労苦を伴った。元々は国際管
理下の遼河工程局が管理していたが、その事業と債権・債務の一切が旧満州国に引き渡された。こ
の後、港内外水路施設の維持管理のため、導、流堤補修工事、河口凌諜工事、水制工事、護岸工事さ
らに砕氷作業が行われたが、大きな困難を伴っていた(図 10)。
査藍島港は、 j勃海湾北岸錦州湾の南隅にある準不凍港である。 1908年に中国がイ ギリス人技師
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図 10 営口港整備概況図
(出典:r満州国史各論j前出)
牛家屯
に命じて築港を計画したが、本格的築港工事を開始したのは旧満州国建国以前に当地を統治してい
た張学良政権である。オランダ築港会社と契約を結び、 30年に主に防波堤の築造に着手した。だ
がその翌年、満州事変があり中止となった。満州国はオランダ築港会社に補償金を払った後、 33
年に満州鉄道に修築・経営のすべてを委任した。
満鉄は、 1935年に小埠頭 l基、防波堤の一部を築造したが、 36年から築港5ヶ年計画の下で本
格的な査藍島築港工事に着手した。それは阜新炭田の開発、錦州地区の重工業地帯の整備、熱河・
蒙口方面の発展に備えようとしたもので、また北支方面の門戸として重要な役割を担わせようとし
たのである。石炭の輸出 350万トン、一般貨物の輸出入 50万トン、合わせて 400万トンに対する
工事が40年に竣功した。だが期待した周辺の開発・整備は行われず、旧満州国時代には本格的な
利用はされなかった。その施設が利用されたのは戦後で、 46から 47年にかけて在満日本人数十万
人がこの港から日本に引き揚げた。
鴨緑江の河口から 40km地点にあるのが安東港で、その対岸は朝鮮新義州港である。 1912年満鉄
が埠頭を建造して多くの汽船が出入りして賑わったが、その後水深が浅くなり不振となった。特に
下流の五道溝付近には浅瀬があって、大型汽船の航行は不可能であった。大型汽船は、その下流の
大東溝などに停泊し、ここから小蒸気船・酔によって連絡していた。なお安東港には、 12月末か
ら3月まで結氷がみられた。
安東港の下流 30km地点にある大東溝に、新たな港湾として計画されたのが大東港である。これ
は単なる港湾建造ではなく、港を中心とした臨海工業地帯の開発を目的としていた。大東港開発に
ついては別途後述する。
水力発電
水力発電調査・計画は、 1934年 12月に実業部に設置された臨時産業調査局によって進められた
が、 37年4月には国務院に水力電気建設局、水力電気建設委員会を設置し、ダムを基軸とする河
川総合開発の具体化を図っていった。それまで満州では、 季節ごとの流量が大きく冬期間結永等
の理由で水力発電、それは流れ込み式発電だが、不可能とされていた。しかしダム式発電により一
躍、大開発が期待された。4ヶ年にわたる調査の結果、発電能力 750万kwの水力発電計画が策定
された(表9)。発電能力からみて最大のものは、先述した豊満ダムさらに鴨緑江に計画された水
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表9 水系別水力開発計画
開発地点数 電力設備能力(千 kw)
松花江 17 2，680 
遼 河 4 98 
i祭 i可 8 777 
大洋河 20 
白 河 45 
大凌河 25 
鴨緑江 9 2，095 
図柄江 4 146 
黒龍江 200 
累 計 46 6，086 
その{也 未調査地点 1，414 
総 計 7，500 
注)46地点のうち図柄江、 i幾i可に一つずつ水路式発電が見込
まれている。(出典 『満州国史各論j前出、から整理)
豊ダムの 70万kwであった。
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豊満ダムは 1937年に着工したが、この後、 42年6月に松花江大支川牡丹江の上流部に位置する
鏡泊湖発電所の工事に着手した。この発電所は、自然湖沼である鏡泊湖を利用し、平均 1m程度か
さ上げして発電用の貯水池としたものである。その有効貯水量は6億 m3で、発電は 2万kw2基
により行うもので42年6月に送電を開始した。
また鴨緑江ダム支川津州で、桓仁ダムの築造に戦争末期に着工した。東辺道の開発を目的とし高
さ91mのコンクリート重力式で、 7万kw3基による発電計画であったが、締切堤の完成、ダム基
礎整備の段階で敗戦となった。
1.3 第二次産業五ヶ年計画以降の「国土づくりJ(1942年4月から 45年8月)
第一次産業五ヶ年計画は 1941年度で終了したが、その実績について先の表6のような評価があ
る。これで分かるように、計画目標に対して多くの未達成部門がある。因みに、水力設備能力は
10万h と目標に比べわずかとなっているが、ダム式発電を中心としたもので、用地買収から竣工
までにはかなりの年月を要す。5ヶ年内で発電開始となった事業が少なかったことを示しているの
だろう。
ところで、経済学者・原郎は、第一次産業五ヶ年計画について重要な指摘を行っている11)0 4年
目の 1940年度に、その実施方針は根本的な大転換が行われたとしている。徹底的重点主義の採用、
既存設備の徹底的利用などが主張され、五ヶ年計画の本来の目標である設備能力の拡大を断念し、
年々の生産力増大のみを追及する方針に転換したと評価するのである。その理由としては、日中戦
争の長期化により日本からの供給資材が鉄鋼・石炭・電力以外の各部門でかなりの削減を受けたこ
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と、日本の起債市場からの資金調達が困難になったこと、欧州大戦の勃発によってドイツからの機
械輸入が絶望的になったことなどがあげられている。
第二次産業五ヶ年計画
第二次産業五ヶ年計画は、 1942年度を初年度とするが、太平洋戦争はすでに開始され、日本経
済は戦争遂行を最優先する戦争経済となっていて、満州への供給資材は大きく削減された。このこ
ともあって、この産業五ヶ年計画は日満両国を通じた正式な国策としては決定されなかった。そし
て戦争が深まるにつれ、日本から食糧・鉄・石炭・非鉄金属・人造石油などの軍需物資の増産要求
が強まり、この計画は破産していったのである。
第二次産業五ヶ年計画で重点を置く産業は、次のとおりであった 山。
i(ー )満州国を適地とする基本的資源産業にして自給圏経済の確立に貢献し得べき産業
石炭、農産物、鉄鋼、水力電気、液体燃料、非鉄金属、軽金属、塩、電気化学、工業等と
し、特に石炭、農産物の増産に主力を傾注す。
(二) 前線基地として現地において絶対保有を必要とする軍需産業
(三) 前記産業に直接必要なる重要付帯産業
セメント、鉱山用機器、鉄道車両、農機具、麻袋等
日本または共栄圏内において補給不可能なる限度において現地生産の拡充を企画する。
(四) 産業並びに国防上不可欠なる交通通信施設」
そして 「右計画の策定に当たっては現存設備の利用動員を旨とし、能う限り地方資源及び土着資
金の活用その他国内現有余力の利用効率化を工夫するものとす」と、日本からの資材供給、資金調
達に期待をかけないことが明記された。
具体的な拡充目標をみると、水力発電が1941年末の能力 10万kwが46年までには 129万6，000kw
となっている。また 41年末の開拓民 8万 1350戸が46年末には 30万戸となっていて、 358万ha
の耕地開発が目標とされた。
満州国基本国策大綱
ところで、 1942年は「満州国建国J10周年にあたり、国家百年の長期計画として 12月8日、「満
州国基本国策大綱」が発表された へ この中から社会基盤整備についてみていこう。交通について
は次のように述べられている。
「第九交通
各種交通施設ノ有機的連繋アル整備拡充ヲ行ヒ、輸送力ノ総合的増強ト計画輸送ノ輩化トヲ期ス
ルモノトス
一陸運
(ー )鉄道
鉄道ノ建設ハ国防並ニ産業ノ開発ヲ主眼トシテ之ヲ行フモノトシ、尚私鉄、専用鉄道ノ敷設ニ付
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テモ之ガ奨励ヲ為スモノトス
(二)道路
国防産業及開拓ニ必要ナル道路ニ付テハ積極的ニ之ヲ新設スルト共ニ、既設道路ニ付テハ其ノ維
持補修ニ努ムルモノトス
尚全国土ニ亙リ逐次自動車用幹線道路網ノ完成ヲ期スルモノトス
(三)小運送
小運送施設ノ増強ヲ図ルト共ニ其ノ統制ヲ強化スルモノトス
二水運
(一)港湾
(イ)国土計画及交易計画ニ即応シ港湾ノ積極的整備拡充ヲ行フモノトス
(ロ)海運ハ差当リ対日支航路ノ充実ニ重点ヲ置キ、可及的速ニ外洋航路ニ付テモ其ノ発展ヲ期
スルト共ニ併セテ造船施設ノ拡充ヲ為スモノトス
(二)河川及運河
可航河川航路ノ整備充実ヲ図ルト共ニ、南満工業地区ニ於ケル産業運河ノ建設ヲ考慮スルモノトス
三航空
囲内及対日支各地間航空路ノ拡充強化ヲ図ルト共ニ特ニ国内飛行場、気象、通信等航空保安施設
ノ整備ヲ期スルモノトス」
このように、鉄道建設は 「国防並に産業の開発を主眼として」行うとし、国防と産業開発からそ
の必要性を主張する。また道路は、国防・産業さらに開拓に必要な道路を新設するとし、鉄道建設
と異なり農地開拓からの必要性も述べる。さらに全国土にわたる自動車幹線道路の完成を漸次進め
ることを主張する。水運については、海運は差し当たり対日本・中国航路の充実に重点を置くとし、
内陸部においては河川航路の整備充実を図るとともに、南満工業地区での産業運河の建設を「考慮
スルモノトス」と主張する。
次に河川改修・水利開発についてみると、 「理水Jとして次のように、遼河水系に重点をおいて、
総合的計画の下に推進すると主張する。
「第十一理水
理水事業ハ防水並ニ河水ノ効率的利用ヲ目途トシ、総合的計画ノ下ニ積極的ニ之ヲ推進シ、特ニ
先ヅ遼河水系ニ其ノ重点ヲ置クモノトスj
また水力電気開発については、鉱工業重工業部門の中で次のように述べられ、水力電気の計画的
開発により電気化学工業の躍進を期待している。
i(ロ)電力
電気化学工業ノ躍進的開発ヲ目標トシ、先行的ニ水力電源ノ計画的開発ヲ行ウモノトスJ
社会基盤整備の実施概要
1942年度以降の社会基盤整備について簡潔にみていこう。
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道路については、特殊道路(軍用道路)が勤労奉仕隊などの強制労働によって造られていった。
1942年には、関東軍はソ連との国境方面で特別演習を計画したが、このための軍用道路 l千kmが
工期わず、か2ヶ月で建造された。その他を合わせ、敗戦までに完成した特殊道路は約4千kmであっ
た。なお 44年2月に道路法が制定された。
河川改修・開発事業としては、 1943年に東遼河で滴打l賞フィルダムが予定工期 2ヶ年でもって着
工された。その重要な目的は、 緊急農地造成として四平街の西北方の東遼河左岸での水田 3.2万 ha
の整備であった。敗戦時には 85%の工程が終了していた。
また太子河堰堤工事が 1943年に着工された。しかし 44年8月に中止となった。
鉄道については、既設線輸送力の強化に重点が置かれ、新線としては東辺道地帯の着工線の完成
が主とされた。東辺道地域は戦争末期、関東軍の拠点と位置付けられ、中止となっていた路線の工
事が再開されたのである。また安泰線の複線化工事が 1942年に着工、 44年に竣工した。
鉄道路線は 1939年に l万kmを達成していた。この 39年までの建造速度は年間平均 600kmで、
建国以来 7ヶ年で約 4，300km新設された。だが、これ以降、年間平均 360kmとなり、 45年8月ま
での約 5ヶ年半で約 2.000kmであった(表 10)。
表 10 1945年までに建設された満洲国固有鉄道
年 路線数 建設総延長 (km) 累計総延長 (km)
1933 4 423.8 423.8 
1934 4 644.0 1，067.8 
1935 8 1，109.8 2，177.6 
1936 5 591.6 2，769.2 
1937 8 1，067.1 3，836.3 
1938 2 128.7 3，965.0 
1939 5 379.9 4，344.9 
1940 9 834.8 5，179.7 
1941 2 56.9 5，236.6 
1942 3 321.5 5，58.1 
1943 4 743.1 6，301.2 
1944 2 53.0 6，354.2 
1945 。 。 6，354.2 
(出典 :西i宰泰彦 「満州国の建設事業」 前出)
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2.個別プロジェクト構想・計画および実施
2.1 遼河・松花江改修計画および松遼連絡運河構想
1.遼河水系改修計画
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遼河は、流域面積 23万4，721km2、幹線流路延長 1，344kmに及ぶ大河川である。このうち平地
面積は、全流域の 48%にあたる 1万3，237km2 (低平地 8万 5，588km2、沼沢地 5，816km2、砂漠
2万 1，833km2) で、洪水氾濫面積は約 2.2万km2 (220万ha)に及んでいた。西部には、砂漠ある
いは半砂漠地帯が拡がり、流出される土砂量が著しかった。東部は森林でおおわれた山地であっ
て、ここから流出する清河・揮河・太子河などは水量豊富であった。
中央部が南満平野で、河川勾配は 1/4000~1/1 万と緩く洪水のたびに氾濫し、特に連京線と奉山
線に固まれた三角形地帯では氾濫水はなかなか抜けず、大湖水となって 220万haの耕地が被害を
受けていた。平野下流部では三叉河付近で、遼河本流、 j軍河、海域河が合流していた(図 11)。
図 1 遼河下流部概況図
(出典・『満州国史各論』前出)
1 
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1937年に策定された治水計画の根本方針は次のようであった(図 12)。
(1) 西部の河川の上流部に砂防工事を行い、土砂の流出を軽減する。
西投木倫河、老恰河、柳河、繰陽河、東砂河で砂防堰堤・地隙防止・山復工・砂漠防止林・護岸
林等の砂防工事を行う。
(2) 中流部にはダムを築造し、洪水調節とともに名種用水を開発する。
老恰河、東遼河、清河、柴河、苑河、柳河、 j軍河、太子河にダム 10ヶ所(揮河、太子河は2ヶ所)
を築造して洪水調節するとともに、濯瓶用水等を確保する河水統制計画であり、 10ヶ所の貯水池
集水面積は約 5万 5，500km2で、全流域の約4分の lにあたる。ダム地点の最大洪水ピーク洪水
量の総計は毎秒3万 7，760m3で、あるが、この約4分の lにあたる毎秒 9，675m3に低減する。
(3) 平地部の築堤工事により洪水氾濫を防止する。
ダムより下流またダムのない河川では、平野部の洪水氾濫箇所で築堤工事を行う。
(4) 下流部で分流工事を行い、洪水をスムーズに流下させる。
①遼河本川は、 唐家禽壁付近より双台子河を拡張して盤山を経て最短距離で湖海に放流させる。
②津河は、洪水発生が遼河本流と時間的偏差があるので黄土吹より河道付替工事を施し、その洪
水を遼河に放流させる。蒲河は、 j軍河と分離して遼河に放流させる。
③太子河は、小北河付近で新川を開削し、その洪水を揮河旧河道により 三叉河・営口を経て海に
流下させる。
J' 
J安
4東
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以上が遼河水系治水計画の基本で、その総工事費は7億 1，760万円と見積もられた。これと一体
的に南満運河計画、そして利水による開発計画が行われた。これらについて次にみていこう。
南満運河計画
奉天一鞍山一営口港を結ぶ船路延長 219kmの運河計画で、撫順の石炭、鞍山の製鉄を低廉な輸
送費で営口に運ぶことを大きな目的と していた。下流部分流工事により、太子河筋小北河下流旧太
子河には支川のみの洪水しか流下しない。この旧河道には簡単な低水工事を施し、遼河下流部左
岸大湿地帯に計画する排水路と連絡して運河として利用する。さらに鞍山一唐馬秦間 24km、奉天
一小北河間 62kmの水路を開削するものである。だがこの計画は、敗戦までに着工されることはな
かった。
利水開発
貯水地で確保し得る用水量は年平均 62億m3と見積られ、河川維持用水も含め次のような計画で
あった。
①濯j既用水
計画水田造成区域は、氾濫区域内の未耕地を主に、既耕地を従と して、開田面積は 28万 5，000ha
である。濯概期間は 5月上旬より 8月下旬までとし、その平均使用水量毎秒410.4m3 (運河用水使
用量毎秒45m3を含む)である。農産物の増収は、年 l億 2.000万円と推定された。
②都市用水(工業用水および上水)
給水都市は 8ヶ所(四平、鉄嶺、撫)11貢、奉天、本渓湖、遼陽、鞍山、営口)で、将来の発展に支
障が生じないよう計画する。使用水量は毎秒29.3m3で、ある。
③運河用水
4月上旬から 1月下旬までを使用期間とし、その使用水量は毎秒 55m3で、ある。
④常時放流水
河川の維持、地下水低下防止に必要な最少流量を冬期間を中心に放流する。その使用水量は毎秒
28m3である。
⑤水力発電
ダムによる落差を利用 して発電する。
以上の利水計画による総使用水量は毎秒442.7m3で、ある。
遼河水系改修計画の調査はその後も行われ、 1941年度までにダム地質調査、貯水地調査、中下
流部の河状調査を一応完了し、翌 42年度にすべてを完了した。 33年からね年にかけて要した調
査費は合計 804万円であった。次に、工事が行われた事業についてみていこう。
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柳河治水砂防事業
柳河で治水砂防事業が38年度に着工された。上流区砂防工事としては、 4ヶ所の砂防ダム工事と
地隙防止工事、延長 37km.面積 455haの飛砂防止植林工事が開始されて 41年に竣工した。中流区
ダム工事では、間得海ダム(コンクリート重力式、高さ 32m、堤頂長 165m、全貯水容量1.7億 m3)
工事が 39年度に着手され、 42年に完成した。この工事では、工事用動力はすべて発動機が使用さ
れた。下流区改修工事は築堤工事を主にして行われ、 42年度に竣功した。
東遼河滴打鳴子フィルダム工事
東遼河は、流域面積 1万 318km2、そのうち平地部は 7割である。改修計画は、集水面積 3，800
km
2地点に滴打噴子フィルダム(ダム高 26.8m、堤頂長 560m、全貯水容量 9.4億 m3) を築造し、
その下流部は 50年に l回位の洪水を対象に築堤を行うもので、水害の防止とともに湿地の干拓を
図った。またこのダムは、水田濯瓶、航運、工業用水・上水の確保等の利水も目的とされた。
工事は 1943年 12月に予定工期 2ヶ年で着手し、 45年8月の終戦時には 85%の工程が終了して
いた。この後、 46年7月から中華民国政府水利部によって進められ、 47年5月にほぼ概成した。
現地でその工事を指導したのは、留用された日本人技術者であった。
なお旧満州国時代、この工事は褒賞付実費精算方式請負という新しい請負方式が行われた。その
内容は、以下のようである。
主要資材は官給、労力は国民勤労奉公隊で主要機械器具は貸与する。また主要仮設備はすべて企
業(甲)・請負(乙)両者協議により決定し、施工方法、工程については定期的もしくは甲乙いず
れか一方の申し入れにより随時、協議する。経費 ・利益は一定基準によるので、受注者側にとって
危険負担はほとんどなく、工事の出来また予定工程を短縮すると特別の褒賞が与えられる。
なお国民勤労奉公隊は、供出された県ごとに各県の指導者により誘導され、各工程ごとに競争さ
せて成績優秀班には優勝旗の授与と各種の褒賞が行われた。工期の最盛期には、隊員は 8，000人を
抱え、昼夜2ないし 3交代制で工事は進められ、延べ 174万人の勤労隊員が従事した。
太子河身宵ダム工事
太子河は流域面積 1万4，026km2、そのうち山地面積は l万496km2と75%を占める。その集水
面積 6，043km2地点に、身寓ダム(コンクリート重力式、ダム高 52.4m、堤頂長 570m、全貯水容量
13.1億 m3) が計画された。その目的は、洪水調節とともに発電、用水(濯瓶用水、運河、都市用
水)開発である。
工事は1943年から始まり、延長約 21kmの資材運搬用道路を 44年3月に完成させたが、戦争激
化のため 44年8月中止となった。
2. 松花江水系改修計画
松花江は、遼河のように河川審議会でオーソライズされたことはないが、 基本的な方針は立てら
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れていた。流域をみると、周辺は山地で固まれ、中央に北満大平原が広がっていて、その面積 52
万3，000km2のうち 63%が山地部、残りが平地部であるが、沼沢地が4万km2あった。平地部での
勾配は、ハルビン~大費問 500kmが2万分の lから 5万分の lのように極めて緩い。
改修計画の基本は、山地部にダムを築造し洪水調節を行って洪水ピーク流量を減少させ、平地部
で必要な地域、たとえば搬江本川前河付近からハルピンにかけて築堤を行う。さらに築堤のみで対
応できないとして雅魯河、裁児河、挑児河の合流地点付近には大遊水地、また呼裕爾河の撒江合流
部には新たに河道を開削するなどとした。これらにより、ハルピン地先における毎秒3万 8，000m3
の洪水ピーク流量が毎秒 l万m3に低下し、ほほ8年ごとに襲来して 400万haを水没させ湛水 100
日に及ぶ水害の防御が可能とした。
この洪水防御により既耕地 150万haが安全となり、また 220万haが新たに耕地として開発され
る。さらにこれらの耕地の謹概用水が確保されるとした。新たに耕地として開発される地区として
は、西は搬江、南は松花江本流、北は呼裕爾河・双陽河、東は呼蘭河に固まれた安達無河川地区が
検討された。その面積は極めて大きかったが、一部は沼沢地、一部はアルカリ地区という不毛の地
であった。ここに 4本の長大排水路を設置し、その一部は濯瓶水路に兼用し耕地化を図るものだ、つ
た。
ところで、山地部に築造を計画しているダムは水力発電も目的とし、総出力 200万kwの開発を
予定していた。さらに流水が平滑化され、ハルピンで常時平水量毎秒2.000m3の維持が可能とな
り、濯瓶用水の確保と航運の安定に大きく寄与することが期待された。
ダムの計画地点及びそこで予定された発電出力は表 11のとおりである。
旧満州国時代に着工となったのは、第二松花江筋大豊満地点のダム、すなわち豊満ダムである。
これについては節を改めて述べていく。
表 1 松花江で、の水力発電計画
ダム地点 発電能力
第二松花江筋大豊満 70万kw
搬江上流庫漠屯 6万kw
甘河筋柳家屯 5万kw
諾敏河筋鳥爾科 3万kw
阿倫河筋鳥可門 l万kw
雅魯河筋曝子山
載児河筋文得根
桃児河筋察爾森、大石泰 4万kw
(出典:r満州国史各論J前出)
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3.松遼連絡運河構想、
松花江と遼河が最も近接している区域で、両川をつなぐ運河が構想された。当初は、松花江の洪
水の一部を遼河に流下させることが考えられ、 1932年末から現地調査が行われた。松遼分水嶺は
懐徳県城西方で、その標高は約250mであった。路線としては、松花江筋大費県賊付近から遼河筋
鄭家屯付近に至る約200kmの区間がほぼ最適と評価された。だが大賓県城、鄭家屯付近の推定標
高はそれぞれ 130m、100mであって、その掘削土工量が膨大となり、洪水を流下させる自然用水
路は困難と判断された。
次に閉門式階段の連絡運河が検討された。最も高い開室部に必要な用水給水のためには水源施設
が必要であるが、莫大な事業費が必要なこと、また鄭家屯より下流の遼河筋は、そのままでは運河
化が困難との判断から、本事業の早急な実施は困難との結論となった。
なおこの松遼連絡運河について、経済調査会によりさらに規模の大きい計画が検討されてい
たヘ 松花江と遼河の分水嶺となっている公主嶺台地の東西に貯水池を造り、さらに第二松花江に
も連絡させようというものである。つまり遼河支川東遼河、松花江支川飲馬河に貯水池を造りこの
間を運河でつなぐ、第二松花江の大風門口にも貯水池を造り、第二松花江ともつなぐものである。
大風門口の貯水池は、後に豊満ダム築造により実現した。
2.2 豊満ダム
豊満ダムは、吉林市近郊の第二松花江にあり、その上流流域面積は4.3万凶である。この面積は、
下流の大都市ハルピンの流域面積の 14%を占めている(図 13)。
豊満ダムから上流では、流域の殆どが原生林で耕地面積は少ない。流域の気候をみると、冬は厳
寒で晴れの日が多く、乾燥しているため雪が少なく、一月になると、 最低気温はマイナス 400Cに
達する。夏は温暖多雨で、太平洋台風の影響で暴風雨が多い。 年間降雨量は約 300~500mmで、日
本のほぼ3分の lに過ぎないが、その 70%が夏の7.8月に集中している。月降雨量は最大 100阻以
上に達する。
このような気候と地理状況のため、本流域の年間流量変化は極めて大きい。増水期は年間流量の
60%以上を占めている 。 年間の洪水回数は平均約 2~6 回で、毎回 9~11 日続き、偶には 20 日にも
達する。増水期の最大流量は、毎秒 17.500ぱに達するのに対し、最小流量は氷期で毎秒 12rlに過
ぎない。この状況が豊満ダムの必要性を物語っている。
豊満ダムは、 高さが91m、堤頂長1.110m、堤体積210万ぱのコンクリ ート重力式ダムである (写
真 1)ヘ 当時の日本国内の大規模ダムは、塚原ダム(宮崎県)が高さ 80m、コンクリ ート体積36
万ぱ、小牧ダム(富山県)が高さ 79m、コンクリート体積30万ぱで、その規模の大きさが理解で
きょう。コンクリ ート体積でみると、アメ リカにあるグランドクーリーダム (1942年竣工)、フー
パーダム (1935年竣工)に次いで、その規模の大なること世界3位と称せられていた。またその
貯水池面積は琵琶湖 (670km)とほぼ匹敵する 610kmで、最大貯水量は125億ぱ、うち有効貯水量
は75億ぱとされている。水没耕地及び宅地は 150km、水没戸数は 8，400戸である。
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図 13 松花江流域の概況
写真 l 豊満ダム
ダムは治水、そして利水として電力開発 (70万kw)、水田開発、舟運整備、漁業の発達、観光
客の誘致を目的と していた。水田開発としては、下流で 16万haの水害を除去し、このうち水田適
地である 7万2千haの開墾を行うもので、農業移民 l万戸が期待されていた!ヘ さらに観光客の
誘致を目的と していたことは興味深い。ともあれ、東洋における最初で、そしてかなりの期間、最
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大の多目的ダムであった。
発電計画をみると、平均有効落差 67m、平均使用水量毎秒 525rl、年開発生電力量 30億 kw時
で、発電機は 7万kw能力を持つ 10台の設置を予定し、第一期 8基、第二期に 2基を増設する計
画であった。発電機はアメリカに 3台、 ドイツに 3台、日本に 2台の分割発注がされた。
豊満ダム計画当時、運転中の世界大発電所は次のようであった。
ノルウェー ヅラ発電所 41万kw
カナダ アイルマリン発電所 37万kw
アメ リカ ナイヤガラ発電所 34万kw
また当時、水力発電について日本で最大のものは、 1934年に運用を開始した東京電灯信濃川発
電所の 15万8千kwであった。これらにより豊満ダム発電規模の大きさが理解されよう。この発
電を用いて、吉林市街地対岸の平地部に石炭液化・電気化学を中心とする工業地帯の建設が計画さ
れていた。また送電は、北はハルピン、南は撫順まで行う予定で、首都新京の電力をすべてまかな
い、さらにこの電力を利用して地下鉄が計画されていた。
計画に必要な水文資料についてみると、国道局そして水力電気建設局が重要河川の水文調査に着
手した時、松花江に 8ヶ所の水位測量地点を設置して流量観測を行い、数カ所の水位流量曲線を得
た。それ以前、ロシアの北満鉄路局が松花江鉄橋下に量水標を設置し、25年間にわたり水位を観
測していた。また雨量記録として、満鉄が 1909年以降に長春以南主要地の雨量を測定し、朝鮮総
督府が鴨緑江沿岸・中江鎮で 15年以降の雨量記録をもっていた。つまり建国後 5ヶ年間の実測に
より得た雨量・水位・流量と、建国前の 25ヶ年にわたる水位・雨量記録を用いて既往30年間の流
量記録を作成し、計画を策定していったのである。
工事の進捗
ダム工事は、 1937年 1月に政府直営で行うことが決定された。日本で一流の請負者4名に見積
額を提出させたが、その見積額は政府予算とかなりの聞きがあったため交渉はまとまらず、政府直
営となったのである。その工事を現地で工程事務処長として指導したのが、空閑徳平である。彼
は、 37年4月に満州国政府からの招聴により同国勅任技師となった。その彼が先ず、行ったのが三ヶ
月にわたるアメリカ訪問で、工事中のグランドクーリーダム、フーパーダム、 TVA関連のダムな
ど主要なダムの現地調査を行った。あわせてシ ョベル、ミキサー、デイ ーゼルエンジン、クラッ
シャー、ロックドリルなどを作っている多くの機械製造工場を見て回った。空閑の渡米の目的は、
ダムの現場の視察とともに工事用機械の購入であった 17)。
導入された施工機械についてみると、ダム基礎工事として表土・砂磯層の掘削には電気および重
油機関動力とするショベル、岩盤の掘削には圧縮空気で動かす削岩機が使用された。だが、掘削・
運搬の機械化施工はまだ不充分で、主として人力によって進められた。 コンクリ トー は硬練りコ
ンクリ ー トが使用されたが、セメント・骨材などの運搬また練混ぜ等のコンクリー ト生成は機械に
よって行われ、その設備は世界ーを誇ると彊われた。
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コンクリートは、復々線鉄道により重油機関車で現場に運ばれ、世界最大を誇るとされる大型可
動クレーン(ジブクレーン)8基によって打設された。締固めには、圧搾空気パイプレーターが使
用された。これらの施工機械のほとんどは、先述したように空間によってアメリカから購入された
と考えている。
工事の進歩状況について簡単に整理すると、表 12のようになる。発電は 1943年 3月に試運転に
より開始し、 5月に新京、 9月にハルピンに送電した。そして翌年 8月には撫順までの送電隷が完
成した。
1945年 8月 15日の工事中止までに打設したコンクリート量は、設計量 210万m3のうち 182万
m3で、 1割強が未完成であった。年ごとのコンクリート打設量は表 13に示す。工事は戦争の激化
とともにセメント資材が不足し、また早急の完成を迫る軍部からの要請のため厳寒期にもコンク
リートが打設され、このため十分な質の工事が出来なかった。
機械化によるコンクリート打設は壮観だっただろう。旧満州国水力電気建設局長として事業責任
者であった本間徳雄は、次のように述べている 18)。
「当時戦争も最中で、 豊満ダムが満州否日本の威力を示す絶好の呼び物となって、大東亜共栄圏
の人々に軍艦大和を見せるよりも豊満を見せる方が有効と言われたくらいで、満州国を訪れた各国
の首脳者、フイリッピン、タイ、ピルマ大統領はもちろん迂政権の人達までダムの見晴台でジンギ
スカン料理をともにし、張(満州国)総理や軍司令官等と祝盃をあげた。」
さてコンクリート打設は、ジブグレーンなど機械力を用いて進められたが、土砂の掘削・運搬は
主に人海戦術で行われた。その作業状況について、豊満工程処次長元満州国水力電気建設局土木処
長であった内田弘四編による 『豊満ダム.1191でみると、 1938年春から 39年の最盛期には 1日l万 l
千人余の労働力を必要とした。そのための労働者は、直傭以外は大東公司(のち労工協会)の斡旋
表 12 豊満ダムの工事進捗状況
年月 進捗内容
1937年 1月下旬 仮締切工事着工
1938年4月 右岸仮締切工事竣工、右岸ダム本体部掘削開始
" 10月 定礎式
1939年秋 ノfッチャープラント設備完成、l日6，000m:3のコンクリート施工が可能
1939 年秋~40 年 左岸仮締切工事着工、 40年春竣工
1940年 ダム全長にわたってコンクリー ト打設する。
1940年 1月 発電所建築を終了
1942年 I月 排水路をコンクリートで充填し、松花江の流れを止め、貯水開始
1943年 3月 試運転により発電開始
1943年 5月8日 発電機 l台目の完成より盛大なる発電式を行う。 9月2台目完成
1944年 さらに発電機の取付を行う (6月3台目完成、 8月4台目完成)
1945年 8月 15日 全工事を中止
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表 13 豊満ダムの年ごとのコンクリート打設量
年 千 m3 % 
1938 (昭和 13) 32 2 
1939 (。 14) 124 6 
1940 (。 239 1 
1941 (。 16) 314 15 
1942 (ク 526 25 
1943 (。 327 16 
1944 (。 195 9 
1945 ( 11 20) 65 3 
実績合計 1，822 87 
残工事量 278 13 
設計量総計 2，100 100 
(出典.内田弘四編『豊満ダムJ1979) 
により集められたが、やがて不足となり捕虜兵・軽犯囚人まで投入された。さらに 1942年からは、
国民勤労奉公隊も利用された。
作業時間は拘束 12時間、実働 10時間で、春節、杷孔、端午、仲秋、豊満神社際以外の一斉休暇
はなかった。監督者は、月 2回繰合わせ休暇があった。なお労務賃金では、国籍ごとに大きな差が
あった。1937年7月7日当時の直傭の労務賃金は、表 14のようで、あった。
表14 1939年7月7日現在の労務賃金
一般人夫(直傭)
最高賃金(円) 最低賃金(円) 人数(人)
日 系 3.80 l.50 45 
朝鮮系 2.80 l.20 282 
中国系 l.80 0.80 687 
計 1，014 
技術工(直傭)年少手伝いを含む
最高賃金(円) 最低賃金(円) 人数(人)
日 月マフミ 5.00 (鍛治) 2.00 (電工) 40 
朝鮮系 5.70 (機械) l.40 (鍛治) 347 
中国系 2.10 (電工) l.10 (大工) 1，712 
計 2，099 
(出典 。内田弘四編『豊満ダム』前出)
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労務災害
『豊満ダム』によると、全工期における死亡者は l千余人であり、このうち 94%が病死者であっ
た。 全工期の稼動可能月数を 50~60 月とすると、月平均 17~20 人の死亡者となる 。 人力作業の最
盛期は 1938年であったが、この年の最大死亡者数は 7月で病死者22人、 事故死亡者 l人の計23
人であった。死亡者の最高記録は 39年7月で合計78人で、あった。一度に多数の死亡者を出した重
大事故は、 38年2月に掘削を進めていた時、凍土崩落により圧死者9名を出したものだった。
ところで本論は、ダムの高さ、コンクリート体積などの基本資料は『豊満ダムJに拠ったが、こ
の『豊満ダム』が刊行されたのは 1979年である。その前年の 9月27日付N紙夕刊記事「満州近
代化の動力源一よみがえる豊満ダムを見るJの中に、次のような悲惨な工事状況が述べられてい
た初)。
「およそ人間の食物といえないドン栗粉まで口にして飢えをしのぎ、まともな作業衣がないため、
零下三十度の厳冬にはセメン ト袋を体にまとって働いた。労働者は飢えと寒さでパタパタ倒れ、再
起不能になると生き埋めにされた。ダムから東二.五粁の万人坑には、このような労働者の遺骨が
うず高く積まれている。一九三七年から四五年にいたる九年間に一万五千人が犠牲になったとい
う。」
これに対し、事実と相違する重大な誤りであり、事実を明らかにするとして現地で事業を推進し
た技術者たちによって『豊満ダム』は編纂されたのである。この中で先述したように、工事期間中
に死亡した総数は l千余名であり、そのうち 94%が疾病による犠牲者としている。しかし l千余
名であっても死者数は多い。これについて『豊満ダム』は、次のように深謝している 21)。
「これは当時、医薬品の著しい欠乏した環境下にあって、医療手当、隔離等衛生環境の不備ない
し粗漏が禍いしたであろうことは蔽うべくもない。人力に多く依存した工事前半の時期では、労働
災害はむしろ、非常に少なかった。世紀の大建設とはいえ、戦時下の安全衛生全般にわたる労務管
理の不手際については、中国人民に対し、われら日本人として深謝しなければならない。」
一方、中国側の報道であるが、 1978年4月の『人民中国』には次のように書かれている 2ヘ
i(豊満ダムは)日本軍国主義者が、中国東北地方の資源を略奪するため建てたもので、東北や華
北の農村から八万余の「労工Jを駆り集め、修築にかかった。その問、たたき殺された者、凍死し
た者、餓死した者、病死した者などが続出し、その数は三万を越している。1945年までに、ダム
の工事が87%、発電機の据え付けが25%終わったにすぎない。抗日戦争が勝利すると、今度は国
民党反動派のひどい破壊にあって、発電所はマヒ状態に落ち入ってしまった。」
また 1995年に刊行された吉林省地方志編纂委員会編『吉林省志』は、 37年から 41年までの 5
年間に殺害された労働者は1.913人、そのほか病死者 3.684人、労働事故による死亡者424人、合
わせて 6，021人が死亡したとしている 23)。さらに現場で電気関連の仕事をした技師・王賢良へのヒ
ヤリング、を行った南龍瑞は、概ね次のように述べている 判。
「一度に 20人あまりの労働者が埋められて死亡した。労働者達の居住環境はあまりにも非衛生的
でチフスなどの伝染病が発生した。だが現場の診療所には医者 l人、看護婦 l人しかいず何の医薬
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品も設備もなく、何の病気に対しても医者はモルヒネを打つだ、けだった。」
なお『豊満ダムJでも、医薬品は乏しく衛生管理に問題があり日本人の高級技師もチフスで幣れ
たことを認めている。どれほどの死者が出たのか、日本側の記録である 『豊満ダム』と中国側の報
告とではかなりの差がある。
『豊満ダム』の記述は、現場の責任者(ダム建設処長)であった空閑徳平が工事全般について日々
必要と思われることを個人的に記録していたものに基づいたものである。意図的な数字の改ざんは
論外として、このような相違が表れた理由を少し考えてみたい。
現場には、政府直営で行われた本体工事以外に、発電所、黄旗屯小豊満開軌道、豊満橋などの建
造工事が請負で行われていた。このため現場の労働者には、事業者が直接傭う直傭労働者、大東公
司(後の労工協会)から斡旋された労働者、さらに請負で進めている現場には請負労働者がいた。
その割合は、『豊満ダム』によると、 1938年5月末で直傭労働者 1，275人、斡旋労働者 7，192人、
請負労働者 2，913人であった。加えて捕虜・囚人がいた。
このような状況下で、ダム建設処長・空間のところに、すべての報告があがらなかったことは十
分想定される。特に「殺害された」労働者は報告されなかっただろう。さらに請負労働者の事故・
病死は報告されなかったことが考えられる。
『豊満ダムJで述べている 1千余名以上に犠牲者があったことは十分考えられる。ただ水力電気
建設局長として、この事業の最高責任者であった本間徳雄の 3女豊子が 1997年に夫とともに豊満
ダムを訪問した時、現地の技術者たちに「本間さんの娘さん」ということで大いに歓待を受けたこ
とを本人から直接聞いた。残酷な労働の下で 1万5千人あるいは 3万人の犠牲者が出たとしたら、
その最高責任者の娘がやってきたとして、そのような歓待をするのだろうか、というのが率直な意
見である。なお本間徳雄は旧満州国が崩壊した後、中華民国に留用され、中華民国資源委員会東北
電力総局長顧問、さらに藩陽の東北大学工学部教授を兼任した。この後、吉林・長春・滞陽が国民
党から共産党に支配が移った 58年6月に帰国した。
水田開発
水田開発計画について『豊満ダム』では、概ね次のように述べられている 2初5別)
「毎年洪水被害のあつた l打7万町歩を開田j濯墓劃j蹴既する計画で、これにより 300万石の産米が見込まれる。
この潅概のために 6万V送電線を整備し6千kwの送電を行う。」
その具体的内容について、栗原東洋『両統土地改良区史』に少しばかり述べられている 2ヘ 満
州農地開発公社技師として第二松花江沿岸の農地開発の工事指導を行った瀬戸忠武が、「かすかな
記憶をたどって作成した断片的なもの」としながら、 30年以上過ぎた時期にまとめたものである。
また 『ああ満州』にも若干、述べられている 2九
農地開発は、 吉林から約 170km下流の前郭旗に第二松花江開発本部を設置し進められた(図
14)。開発地域は扶飴から西及び西南の第二松花江左岸で、第二松花江の低水位より高いこと 5m
前後以下の土地 15万haが対象となった(図 15)。このうち、排水不良地域等を除いて水田整備
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図 14 第二松花江開拓事業位置図
(出典・ 『ああ満州・IJ満州回顧集刊行会、 1964)
図 15 第二松花江農地開発概要図
(出典栗原東洋 『両総土地改良区史中j1981) 
地域5万ha、畑作 3万haとし、残りを農村地帯、道路、薪炭備林、暴風林その他に利用する計画
であった。水田 5万 haには、第二松花江から揚程 5.5mのポンプ48台を 3つの機場に分けて毎秒
180m3導水する計画であった。
豊満ダムからの発電放水量は毎秒約 450m3なので、水量的には何等心配はない お)。電力は豊満発
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電所から供給を受けるが、新京から開田地域までの約 130kmは総電圧 16万5千Vの特高圧送電と
する。用水路はl隔100m、水深2m、幹線延長1.000km以上とする計画であった。この水路工事は
国民勤労奉公隊による人力で進められ、 1945年6月には通水式が盛大に行われた。初年度3，000ha
の開田が目標とされ、その荒起しは白系ロシア人所有のトラクター80台に請け負わせ、作付けは
直播方式により 8月には水稲の開花をみた。
研究課題
豊満ダムは 1945年8月 15日、日本の敗戦とともに工事は中止となった。その後、ソ連軍の進
駐とヲ|き揚げ、中国共産党と国民党との間での内戦などの大混乱に巻き込まれ、関係者は 1947年
やっと帰国できた。だが運転保守関係で約 15名の日本人技術者が留用され、残留することとなっ
た。このような状況下、事業に関する資料文献の持ち帰りは禁じられたため囲内の資料で事業の全
体を明らかにすることは困難であり、また不可能と言ってよいだろう。資料と しては、 『満州、|の技
術』など戦前に刊行された専門誌、さらに 79年出版の 『豊満ダム』がある。
だが基本的な情報は限られた上、その情報の信頼性は十分ではない。たとえば農地開発について
『豊満ダム』では「下流平野 17万haの開田濯瓶Jと述べているが、戦前の「松花江水力発電計画
に就てJ29lでは「下流平野部に於ける 16万町歩の水害を完全に除去し、このうち水田適地 7万2千
町歩の開拓をならしめ」と述べられている。この相違をどう解釈してよいのかよく分からない。
また発電計画について、『豊満ダム』では総出力 70万kwで7万 kwの発電機を第一期に 8基、第
二期に 2基増設の予定とされ、第一期に 8基の発電機は発注されて現地に運び込まれ、うち 4基が
敗戦までに据付けられ運転されたと記述されている。ところが、現在の中国の資料によると、 8基
のうち 4台の発電機の発電容量は l台6.5万kmとされている 3制0ω)
さらにコンクリ一ト打設について「松花江堰堤発電工事概況J31引lυ}でで、は、大型可動クレーン 8基で
もってコンクリートを打設すると述べられている。一方『豊満ダム』では 9t吊りで、腕の有効水平
長26mのジグクレーンで行ったと述べてある。大型可動クレーンはジブクレーンであったとして
納得できるが、現場に何台あったのだろうか。また 『豊満ダム』は、このジブクレーンを石川島製
としているが、果たしてそうだろうか。
ちょうど同じ時期の 1938年中頃から、日本国内では多摩川で小河内ダムの築造が進められてい
た。その主要機械は、 36年に竣工したアメリカのフーパーダムで使用したものを購入した。25t
ケーブルクレーン、砕石機、コンクリート混合機などである。日本国内でこのようである、ジブク
レーンが国産品とは信じ難い。このため先述したようにアメリカ製であったと判断している 3九 な
お小河内ダムは、東京部の上水確保とともに洪水調節、また発電・濯j既用水確保、さらに巨大な人
造湖出現により観光価値が増加し国際観光地として利用されることが期待されていた。
2.3 安東臨海工業地帯開発
安東市は鴨緑江下流部に位置するが、その下流30km地点に新たな港・大東港を建造し、ここを
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一一市街計画区域 賞海
昨斤斤作市都市計画区域
図 16 鴨緑江河口附近略図
(出典・『満州国史各論』前出)
中心に工業地帯の開発が推進された(図 16)。既存の安東港では 12月下旬より 3月まで結氷したが、
河口部に位置する大東溝は若干、結氷が見られるが、船舶の出入りには支障がなく不凍港といって
よいと評価されたのである。この大東溝は、日露戦争以前は県公署所在地で人口数万人を抱え、貿
易港と してかなり繁栄していたが、その後衰退し、 当時は、人口数千人に過ぎない集落となってい
。?
プロジ、ェクト計画
ここでの臨海工業開発を支える社会基盤(インフラ)は、新たな港湾建造とその周りの工業地造
成、安東市上流80kmの鴨緑江に築造される水豊ダムによる電力開発、そして東辺道縦貫鉄道によ
る資源開発であった。 1938年2月、満州国交通部から安東省に対し、 4.000トン級船舶が接岸可能
で、またその背後に工業地帯造成が可能な具体案の作成が指示されたのである。
この臨海工業開発計画が、満州国産業開発五ヶ年計画を達成するため国務院の産業開発計画で正
式に決定されたのは 1939年6月1日である。大東溝は大東港と改称され、大東港建設局が設置さ
れたO 当初の事業費総括は表 15に示すとおりである。 8ヶ年計画であったが、築港・鉄道は満鉄事
業と して、都市計画・水道事業は国債で、船路整備は国費で負担し旧満州国で事業を行う計画であ
る。
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表 15 当初の大東江建設局事業総括表(単位:円)
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事業内容は 8年間に以下のような整備を進めるものであった。
(ー )年額2百万トン呑吐能力を有する岸壁
(二)4千トン級の船舶出入可能の航路
(三)安東・大東港間 35キロの鉄道
(四)工業地区を重点とする 5千万平方メ ートルの都市計画
(五)一日に 20万トンの給水能力を有する水道施設等の諸建設
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安東一大東港間約 35kmの連絡鉄道は直ちに着工された。また鴨緑江右岸に位置しほとんど安東
省に属している東辺道で、鉄鉱石・石炭等の重工業資源の埋蔵量が豊富なことが発見されたことを
踏まえ、 1935年8月に東辺道縦貫鉄道建造が政府から発表されていた。この鉄道は、大東港から
鳳風城・寛旬・桓仁・通化 .i蒙江・撫松を結び、さらに北上して新京と図柄を結ぶ京図線の l点と
連結するものだ、った。
水豊ダムの築造
インフラ整備として成功したのは、水豊ダムによる電力開発であった。対岸の朝鮮総督府は
1915年以来河川調査を行い、 20年間にわたる資料を蓄積していたが、旧満州国政府は建国後の34
年 12月、実業部に臨時産業調査局を設置し、その調査を進めていた。35年2月から、旧満州国実
業部、満鉄、満州電業で合同調査を進めたが、 36年6月には満鮮合同の調査委員会が組織され、
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(出典 『満州国史各論』前出)
中心に工業地帯の開発が推進された(図 16)。既存の安東港では 12月下旬より 3月まで結氷したが、
河口部に位置する大東溝は若干、結氷が見られるが、船舶の出入りには支障がなく不凍港といって
よいと評価されたのである。この大東溝は、日露戦争以前は県公署所在地で人口数万人を抱え、貿
易港としてかなり繁栄していたが、その後衰退し、当時は、人口数千人に過ぎない集落となってい
た。
ブロジ、エクト計画
ここでの臨海工業開発を支える社会基盤(インフラ)は、新たな港湾建造とその周りの工業地造
成、安東市上流 80kmの鴨緑江に築造される水豊ダムによる電力開発、そして東辺道縦貫鉄道によ
る資源開発であった。 1938年2月、満州国交通部から安東省に対し、 4.000トン級船舶が接岸可能
で、またその背後に工業地帯造成が可能な具体案の作成が指示されたのである。
この臨海工業開発計画が、満州国産業開発五ヶ年計画を達成するため国務院の産業開発計画で正
式に決定されたのは 1939年6月1日である。大東溝は大東港と改称され、大東港建設局が設置さ
れた。当初の事業費総括は表 15に示すとおりである。8ヶ年計画であったが、築港・鉄道は満鉄事
業として、都市計画・水道事業は国債で、船路整備は国費で負担し旧満州国で事業を行う計画であ
る。
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事業内容は 8年間に以下のような整備を進めるものであった。
(ー )年額2百万トン呑吐能力を有する岸壁
(二)4千トン級の船舶出入可能の航路
(三)安東・大東港間 35キロの鉄道
(四)工業地区を重点とする 5千万平方メートルの都市計画
(五)一日に 20万トンの給水能力を有する水道施設等の諸建設
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安東一大東港間約 35kmの連絡鉄道は直ちに着工された。また鴨緑江右岸に位置しほとんど安東
省に属している東辺道で、鉄鉱石・石炭等の重工業資源の埋蔵量が豊富なことが発見されたことを
踏まえ、 1935年8月に東辺道縦貫鉄道建造が政府から発表されていた。この鉄道は、大東港から
鳳風城・寛旬・桓仁・通化・濠江・撫松を結び、さらに北上して新京と図例を結ぶ京図線の l点と
連結するものだ、った。
水豊ダムの築造
インフラ整備として成功したのは、水豊ダムによる電力開発であった。対岸の朝鮮総督府は
1915年以来河川調査を行い、 20年間にわたる資料を蓄積していたが、旧満州国政府は建国後の 34
年 12月、 実業部に臨時産業調査局を設置し、その調査を進めていた。35年2月から、旧満州国実
業部、満鉄、満州電業で合同調査を進めたが、 36年6月には満鮮合同の調査委員会が組織され、
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を決めた。また満州東洋紡績ほか数社が、安東郊外で操業を開始した。
しかし戦争の影響で開発事業の進展は遅れた。旧満州国による鴨緑江の河道整理・船路の開設維
持については、導流堰.i:変深等の工事は実施されたが完成にはほど遠く、緒に着いた程度であった。
満鉄により進められた安東~大東港約 35kmの連絡鉄道は、途中の三道浪頭付近まで約 13kmの
竣工であった。同様に、満鉄により行われた港湾整備は水深 8m以上の岸壁 5kmを整備し、倉庫・
荷役設備・引込線等を整備する計画だったが、岸壁裏の護岸の一部、小船溜等の建造をしたのみで、
本格的な繋船岸壁建造の着手には到らなかった。
また臨海工業の基礎であった鉄鉱・石炭が、東辺道に大量に埋蔵するとの期待は大きくはずれて
いた。資源開発の期待を担って東辺道縦貫鉄道建造が進められたが、やがてその埋蔵量がそれほど
高い価値を持っていないことが判明したため、 350kmを完成しただけで建造は中止となったのであ
る。なお大東港の評価であるが、不凍の良港として喧伝されたが、果たしてそうであるかどうか甚
だ疑問であったとの指摘もある 35)
2.4 浄月漂水源地事業
国都・新京の建設事業は、 1932年4月国都建設局が設置され、翌日年 1月「国都建設事業計画
執行に関する根本方針」が決定され、同年4月には国都建設計画法が発布されて 32年度を初年度
とする第一期事業計画が進められた。この計画は、人口 50万人を目標とし施工期間 5ヶ年、対象
区域20km2を整備するものだ、った。
ところで、新京は近くに大きな河川がなく水道水源の確保に苦労した。深層地下水を調査した結
果、地下約 100mに一大地下水層を発見し、 1932年9月には深井戸を掘削した。その結果、 37年
末までに深浅合わせて 20ヶ所の井戸を掘り、 1日l万1.000m3の給水能力を確保した。
しかしこれでは不十分で、地表水の調査を行った結果、新京東南 12kmの小河台河流域腰描峡
地にフィルダムによる貯水地築造を決定し、 1934年からお年にかけての 2ヶ年継続事業で完成さ
せた。この貯水池が浄月i車と命名されたのである。その集水面積は 79km2、フィルダムの堤頂長
555mで、その貯水面積は 4.7km2である。貯水池による給水能力は 1日4万m3で、あるが当初は l
日2万m3で、 36年 1月から給水を開始した。
ところで興味深いことは、 1936年に水道水源地の全地域を浄月浬造林場として林野局が管理し、
同年から造林したことである。水源地は緩斜丘陵地でその大部分が農耕地であり、一部の急傾斜
地はドロノキ、 ニレ、ヤナギなど天然の疎林地であった。農地は買収されてここからの多量の有機
物の流入を防ぐとともに、さらに新京住民の憩いのため風致景観地区として整備が行われたのであ
る。区域面積約 70凶 2、このうち造林予定面積 60凶 2、天然林面積約 3.5km2であった。
浄月j車造林場は 1938年には実験林とされ、さらに造林は進められていった。今日では、国家重
点風景名勝地に指定されている(写真 2)。
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写真2 浄月i軍ダム
おわりに
日本人技術者による旧満州国の「国土づくりJ、つまり社会基盤整備を評価するのは甚だ重い課
題である。旧満州国を実質的に支配したのは紛れもなく日本陸軍関東軍であり、戦争遂行を目的に
植民地支配を行ったことは疑問の余地はない。だからと言って、 I(開発の)目的は決して絶対に東
北工業化のためでも、人民の生活水準を高めるためでもなく、日本国内の建設や侵略戦争の需要を
満たすものだった」お)と、日本人技術者による「国土づくり」を一万両断に切り捨て、すべてを否
定するのには、いささか跨踏を感じる。それは、技術者として社会に立っていた経験を持つ筆者に
とっての独りよがりと言われたら身も蓋もないことであるが。
さて 2005年8月末、たまたま吉林市に行く機会があり、 豊満ダムを現地で見た。そこから第二
松花江右岸に沿って吉林市街地に入った。旧市街地は左岸に拡がり、右岸は工場地帯となってい
た。そして左岸の川沿いに整備された素晴らしいプロムナードと、その隣を走る幅広い車道に驚嘆
した (写真3、写真4)。日本と比べ、川の大きさをはじめスケールが全く異なるのである。日本人
技術者にはこのようなスケールの大きい発想は出来ないだろうと、その時は感じた 3九
ところが、帰国して資料を調べていくと、現在の姿そのものではないが、元は旧満州国政府によ
り、建国記念事業の一環として造られたことを知った。また右岸に拡がる工場地帯は、旧満州国に
より豊満ダムからの電力供給と一体的に計画されていたことを知った。この時、中国の「国土づく
り」の理解のためにも、|日満州国の経験をしっかりと研究する必要を改めて感じたのである。
また、 r<日中共同研究>I満州国」は何だ、ったのか.1 (植民地文化学会・中国東北論陥 14年史
総編集室、小学館、 2008)で、日本軍国主義の侵略・略奪性を厳しく指弾している王希亮だが、技
術の継承について重要な役割があったとして次のように述べている お)。
「東北の鉄道建設、工場や鉱山開発などの重工業の建設も、すでに前述したとおり、植民統治者
の戦争の需要とその利益のために行なわれたものだが、それらが東北人民の視野を開いて、一団の
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写真3 吉林市松花江沿いの車道と遊歩道
写真4 松花江沿いのテラス
技術者を鍛えたこと、そしてこれらの人たちが後に新中国建設の骨格となったことは否定できない
ことだ。」
このことについてダム技術でみていこう。豊満ダム築造に関わった技術者はほとんど日本人で
あったが、中国人の技術者もいた。ハルピン工業大学、吉林、濯陽の工業学校を卒業した中国人技
術者が 50~60 人いたのである 。 また豊満ダム築造の最高責任者であった本間徳雄は留用中、大学
教授として教育にも関係していた。
第二次大戦後、中国は国民党の時代から長江・三峡ダム築造の調査に入った。 1949年の中華人
民共和国建国後も同じ技術者たちによって調査が進められたが、彼らは、どこでダム築造技術を身
につけただろうか。今後の興味ある研究課題であるが、筆者は豊満ダムに関わった技術者たちが三
峡ダム調査を行ったのではないかと思われてならない。因みに、三峡ダムは 94年に着工となった
が、その責任者(主任)は、時の首相・李鵬であった。彼はソ連に留学しモスクワ科学動力学院で
水力発電を学んで帰国した後、東北電管局に所属し、 1955~66 年にかけて豊満発電所副所長・技
師長などを歴任している。その彼が、三峡ダム築造を指導したのである。豊満ダムと三峡ダムの強
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い関わりを感じさせる。
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図 17 遼寧省水資源計画概況図
また計画面での連続性を考えるならば、松花江と遼河を結ぶ松遼運河が旧満州国で構想された
が、今日、松花江と遼河を結ぶ北水南調水上運輸事業舟運プロジェクトが計画されている(図
17)。その目的は、松花江からの給水による遼寧省の水資源確保と航路の整備である。そのルート
まで詳細には分からないが、戦前の構想が受け継がれていると考えてよいだろう。また図 17で分
かるように、今日、遼寧省には治水・利水を目的とする多くのダムが築かれている。最終的に確認
したのではないが、旧満州国で計画されたダムは、ほとんど築造されたと考えられる。
ところで、渡満した当時の技術者たちは旧満州国での経験をどのように考えているのだろうか。
内務省から満州に渡り、戦後、神戸市長になった原口忠次郎は、「一土木技師としての雑感」とし
て次のように述べている 39)。
「私が満州に出かけるときの気持ちは、ただ満州、|の新天地で、土木技術者としての自分の仕事欲
を十分に満たそうということだ、けだった。満州で道をつくり、橋をかけ、ダムを築き、港を開くこ
とが、そのまま住民の幸福に通じるものと単純に思い込んでいた。だから日本内地にもない、立派
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な道や橋をっくり、ダムや港を築くために辺地の村に入るのに、まず機銃掃射をしてからでないと
行けない現実は、やがては時とともに変わるだろうと期待した。この期待は、昭和八年から十四年
までの私の在満中は、完全には満たされなかった。
あれから三十年、われわれ土木技術者が満州の地に残した道や橋やダムや港は、住民のために、
きっと今も役立つているだろう。技術には国境がない。ただ、同じ道をっくり橋をかけても、その
前提にある政治理念が悪ければ、その価値は半減する。満州での苦い体験は、 アジアの先進国と し
ての日本の、これからの進むべき道の貴重な道標とせねばなるまい。」
築いていった道・ダム ・港などの社会インフラが、今日も住民に役立つているだろうと述べると
ともに、それらを造るに至る政治理念の重要性も指摘している。
ともあれ、地域社会に貢献する社会基盤を整備することを目的にする土木技術者にとって、労苦
のすえ築いたそれらが、今日でも地域社会に役立つているのを見るのは本望だろう。本間徳雄は、
「満州国は跡かたなく消えうせたけれども、 豊満ダムは今尚残っている」と述べている 40)。技術者
としてのプライドをそこにみる。
最後に、 「旧満州国の国土づくり」をまとめたいと思い立ち、 資料を少しずつ集め始めてから 20
年近くが経つ。その問、中国東北部に 2回ほど赴き、遼河、松花江、高速道路、豊満ダム、浄月j車
などを現地で見てきた。また故本間徳雄氏宅を訪問し、 遺族から資料とともに貴重な話を伺った。
しかしそれらを纏めるのは、浅学な筆者にとって容易なことではなかった。どのように纏めるの
か、切り口が見つからなく年月は過ぎていくのみであった。
それでは先に進まない、ともかく興味あることを整理していこうと、 『満州国史総論j(財団法人
満蒙同胞援護会編、 1970)、『満州国史各論j(財団法人満蒙同胞援護会編、 1971)、 『満州開発四十
年史上巻j(満史会、 1964)を基本資料として机に向かった。これらは、それぞれ 880頁、1，291頁、
906頁からなる大部なものであったが、 「国土づくり」として興味ある箇所を抜き書きしていった。
それをベースにしながら、注)にみる他の文献・資料で補強し、また修正・考察を加えて纏めたの
が本ノートである。
だが、あくまでも筆者の頭の整理のためであり、まだ論文の水準にまで昇華していないと判断し
て「覚書 (ノート)Jとした次第である。今後、さらに研鑓を積んでいきたい。
注)
1) r図説満州帝国.1 pp . 88~89、太平洋戦争研究会、河出書房新社、 1996
2) r昭和十年五月立案調査類第一編第一巻 満州経済統制方策.1 pp . 3~12、南満州鉄道経済調査会、なおこの
資料では 3月l日に発表された声明書を「満州国経済建設要項」としているが、ここでは研究者の聞で一般
的に使われている「満州国経済建設綱要」とした。
3) r満州国史各論.1 (財団法人満蒙同胞援護会編、 1971) による。なお西津泰彦は、 1933年6月 14日に
第 l回国道会議が開催され国道第一次建設実施計画が決定されたが、 1933、34年の建造予定国道総延長は
7，550.77krnで、 34，OOOkrnを建造しようとする 5ヶ年計画に比べ大幅に縮小されたとしている。(西i畢泰彦「満
州国の建設事業」 山本有造編 『満州国の研究.1 pp.399~40 1、緑蔭書房、 1945)
4) r満州国史各論.1P.946、財団法人満蒙同胞援護会編、満州国史編纂刊行会、 1971
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5) ri満州国史各論jP.948、前出、によるが、技術者は初めての機械化施工として高く評価している。 (rああ満
州、Upp.204-205、編集 ・満州回顧集刊行会、 1964)なおこれ以外に、「本年春、自動車道路建設機5台を米
国より取り寄せ使用中」との記録もある。(中川正左「満州国の道路と自動車Jr道路の改良第 15巻第 1号』
1933) 
6)この治水について「綱要」では、「農業の開発」の中の「農業施設」のところで、「治水、濯瓶事業等に付
基礎的調査を行ふ」と述べられているだけであるが、「国土づくり」の基礎であることは間違いない。
7) r昭和 10年 1月 立案調査書類第 18号第 l巻第 l号 満州治水方策』南満州鉄道株式会社経済調査会、
1935 
8) r原口忠次郎の横顔jP.114、原口忠次郎の横顔刊行会、 1967
9) r満州国史総論jP.529、財団法人満蒙同胞援護会編、 1970
10)旧満州国兵役法によって不合格となった年齢21-23才の青年男子は、勤労奉公として 12ヶ月の義務がある
とされた。後、 30才までに延長され、服務期間も 3年に改められた。 1943年には 10万人、 44年には 23万8
千人が動員されたという。(r満州国とは何だ、ったのかjP.142、植民地文化学会・中国東北論陥 14年史総編集
室、 小学館、 2008)
1)原朗「一九三0年代の満州経済統制計画Jr日本帝国主義化の満州jpp.107-108、満州史研究会編、 御茶ノ
水書房、 1972
12) r満州国史総論jP.715、前出
13) r満州国史総論jpp.703-713、前出
14) r昭和十一年六月 立案調査書類第一六編第一巻第一号 満州水運方策』南満州鉄道株式会社経済調査会、
1936 
15)資料によって堤体積などの基本データが異なっている。本論は、内田弘四編『豊満ダムj(非売品、 1979)
によった。
16)本間徳雄「満州国水力電気事業に就てJr満州の技術第 17巻、第 132号』満州技術協会、 1940
17)松浦茂樹『戦前の国土整備政策jpp.267-278、日本経済評論社、 2000
18)本間徳雄 「豊満ダムJrああ満州、Upp.193-195、編集・満州回顧集刊行会、 1964
19)内田弘四編 『豊満ダムj(非売品)、 1979
20) r豊満ダムjP.l、前出
21) r豊満ダムjP.4、前出
22)栗原東洋『両総土地改良区史 中jpp.217-218、両総土地改良区、 1981
23)南龍瑞 r満州国」における豊満水力発電所の建設と戦後の再建」、『アジア経済XLVlll -5j、2007
24)向上
25) r豊満ダムjP.42、前出
26)栗原東洋『両総土地改良区史 中jpp.176-179、前出
27)二星豊彦 「前郭旗と盤山の農地造成事業Jrああ満州、Upp.487-490、前出
二星によると、松花江沿いの約 10万haから 5万haを2ヶ年で開田し、その他5万haを開畑、また 10万ha
を造林し薪炭備林にする合計20万haの地域計画であった。また松花江からの揚水量は、毎秒200m3として
いる。
28) r豊満ダムJによると、平均使用水量は毎秒525m3であった。
29)本間徳雄「松花江水力発電計画に就てJr満州、|技術第 15巻、第 116号』満州技術協会、 1938
30)南龍瑞r満州国」における豊満水力発電所の建設と戦後の再建J、前出
31 )国務院水力電気建設局「松花江堰堤工事概要Jr満州、|技術第 14巻、第 97号』満州技術協会、
32)なぜ、石川島製とされたのか、 よく分からないが、一度、日本国内に輸入され、手を加えて石川島製とし
て旧満州国に持ち込まれたのかもしれない。東洋一と誇ったダム築造の施工機械が、アメリカ製とは絶対に
言いたくなかったのだろう。
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33) r満州国史各論jP.l，080、前出、によるが、「表6 満州産業開発五年計画鉱工業部門 計画並実績Jによる
と、第一次産業開発五ヶ年計画による水力開発の実績は 10万 kwとなっている。ここでいう 20万kwは、朝
鮮への送電 10万 kwが含まれている可能性が大きい。
34)松浦茂樹『戦前の国土整備政策jpp.156-213、前出
35) r満州開発四十年史上巻jP.604、i荷史会編、 1964
36) r <日中共同研究>I満州国」は何だ、ったのかjP.279、植民地文化学会・中国東北論陥 14年史総編集室、
小学館、 2008
37)後日、関東大震後の帝都復興事業として、隅田川沿いに延長約1.l00mの並木道路が築られたことを知った。
ここには幅 6聞の車道、 l幅2間半の2本の歩道、河岸沿いに幅2聞の遊歩道が造られた。
38) r <日中共同研究>I満州国」は何だ‘ったのかjP.284、前出
39)原口忠次郎「一土木技師としての雑感Jrああ満州jpp.204-206、前出
40) r本間徳雄を偲んでjP.152、本間三保子、 1977
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